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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイヤレス通信の方法であって、
　２つ以上のシンボル期間を含む第１の持続時間を持つ第１の送信時間間隔（ＴＴＩ）と
、前記第１の持続時間より短い第２の持続時間を持つ第２のＴＴＩとを識別することと、
　前記第１のＴＴＩに関連付けられた第１の制御情報についてモニタするための第１の探
索空間を識別することと、
　前記第１の探索空間に少なくとも部分的に基づいて、前記第２のＴＴＩに関連付けられ
た第２の制御情報についてモニタするための第２の探索空間を決定することと、
　前記第１の制御情報についての前記第１の探索空間または前記第２の制御情報について
の前記第２のもののうちの少なくとも１つをモニタすることと
　を備える、方法。
【請求項２】
　前記第２の探索空間は、前記第１の探索空間のサブセットである、
　請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記第１の探索空間を前記識別することは、
　受信したワイヤレス送信の復号のための複数の復号候補と、前記第１の制御情報および
前記第２の制御情報のアイデンティフィケーションとを導出することと、
　前記第１の探索空間中にあるとして前記復号候補の第１のサブセットを識別することと
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　を備える、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記第２の探索空間を前記決定することは、
　前記第２の探索空間中にあるとして前記復号候補の第２のサブセットを識別すること
　を備える、請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　前記復号候補の第１のサブセットおよび前記復号候補の第２のサブセットは、前記複数
の復号候補の重複しないサブセットである、
　請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記導出することは、ユーザ機器（ＵＥ）ネットワーク識別子、ランダムシード、また
は制御情報のために利用可能な合計サイズのうちの１つまたは複数に少なくとも部分的に
基づく、
　請求項３に記載の方法。
【請求項７】
　前記第２の探索空間を前記決定することは、
　第２のＵＥネットワーク識別子または第２のランダムシードのうちの１つまたは複数に
少なくとも部分的に基づいて前記第２の探索空間を導出することを備える、
　請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記第１の制御情報は、第１のダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）サイズおよび第１のＤ
ＣＩフォーマットを有する第１のＤＣＩを備え、前記第２の制御情報は、第２のＤＣＩサ
イズおよび第２のＤＣＩフォーマットを有する第２のＤＣＩを備え、前記第１のＤＣＩサ
イズと前記第２のＤＣＩサイズ、あるいは前記第１のＤＣＩフォーマットと前記第２のＤ
ＣＩフォーマットのうちの１つまたは複数は、異なる、
　請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　前記第１のＤＣＩサイズは、前記第２のＤＣＩサイズより大きい、
　請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記第１のＤＣＩサイズおよび第２のＤＣＩサイズは、同じであり、前記第２のＤＣＩ
のうちの１または複数のビットは、前記第１のＤＣＩ中の対応するビットと異なる情報を
提供する、
　請求項８に記載の方法。
【請求項１１】
　前記第１のＤＣＩは、巡回冗長検査（ＣＲＣ）ビットの第１の数を含み、前記第２のＤ
ＣＩは、前記ＣＲＣビットの第１の数より多いＣＲＣビットの第２の数を含む、
　請求項８に記載の方法。
【請求項１２】
　前記モニタすることは、
　前記第１の制御情報についての前記第１の探索空間において受信したワイヤレス送信を
ブラインド復号することと、
　前記第２の制御情報についての前記第２の探索空間において受信したワイヤレス送信を
ブラインド復号することと
　を備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記第２のＴＴＩ送信のためのアグリゲーションレベルの利用可能な数、または前記第
２の制御情報のために利用可能なＤＣＩフォーマットのうちの１つまたは複数に少なくと
も部分的に基づいて前記第２の探索空間において受信した送信をブラインド復号するため
のブラインド復号候補のセットを識別することをさらに備える、
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　請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　２つ以上のシンボル期間を含む第１の持続時間を持つ第１の送信時間間隔（ＴＴＩ）と
、前記第１の持続時間より短い第２の持続時間を持つ第２のＴＴＩとを識別するための手
段と、
　前記第１のＴＴＩに関連付けられた第１の制御情報についてモニタするための第１の探
索空間を識別するための手段と、
　前記第１の探索空間に少なくとも部分的に基づいて、前記第２のＴＴＩに関連付けられ
た第２の制御情報についてモニタするための第２の探索空間を決定するための手段と、
　前記第１の制御情報についての前記第１の探索空間または前記第２の制御情報について
の前記第２のもののうちの少なくとも１つをモニタするための手段と
　を備える、装置。
【請求項１５】
　装置によって実行されると、前記装置に、請求項１乃至１３のいずれか１項に記載の前
記ステップを実行させる命令を備えるコンピュータプログラム。
【発明の詳細な説明】
【相互参照】
【０００１】
　[1]本特許出願は、各々が本出願の譲受人に譲渡された、２０１６年２月３日に出願さ
れた「Control Channel Signaling Techniques In Wireless Systems With Multiple Pos
sible Transmission Time Intervals」と題する米国仮特許出願第６２／２９０，８９９
号および２０１６年１１月２１日に出願された「Control Channel Signaling Techniques
 in Wireless Systems with Multiple Possible Transmission Time Intervals」と題す
る米国出願１５／３５６，９６６号に対る優先権を主張する。
【背景技術】
【０００２】
　[2]以下は、一般に、ワイヤレス通信に関し、より詳細には、複数の可能な送信時間間
隔（ＴＴＩ）長さを使用するように構成されるシステムのためのチャネルシグナリングを
制御することに関する。
【０００３】
　[3]ワイヤレス通信システムは、音声、ビデオ、パケットデータ、メッセージング、ブ
ロードキャスト等のような、様々なタイプの通信コンテンツを提供するために広く展開さ
れている。これらのシステムは、利用可能なシステムリソース（例えば、時間、周波数、
および電力）を共有することによって複数のユーザとの通信をサポートすることが可能で
あり得る。そのような多元接続システムの例は、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）システム
、時分割多元接続（ＴＤＭＡ）システム、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）システム、お
よび直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）システムを含む。ワイヤレス多元接続通信シ
ステムは、いくつかの基地局を含みえ、各々が、複数の通信デバイスのための通信を同時
にサポートし、それらは、別名ユーザ機器（ＵＥ）として知られ得る。
【０００４】
　[4]多元接続技術は、異なるワイヤレスデバイスが、地方、国、地域、さらには世界レ
ベルで通信することを可能にする、共通のプロトコルを提供するために、様々な電気通信
規格において採り入れられている。ロングタームエボリューション（ＬＴＥ（登録商標）
）基準に従って動作するシステムを含む、ワイヤレス多元接続システムは、各々が複数の
ＵＥのための通信を同時にサポートする多数の基地局を含み得る。アップリンク制御情報
（ＵＣＩ）およびダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）は、ＵＥと基地局との間で交換され得
る。ＵＣＩおよびＤＣＩは、確認応答データ、チャネル状態情報（ＣＳＩ）、スケジュー
リング情報（たとえば、割り当て情報、変調およびコーディングスキーム（ＭＣＤ））、
または同等のもののような、データを含み得る。ＵＣＩは、物理アップリンク制御チャネ
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ル（ＰＵＣＣＨ）または物理アップリンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）を使用してＵＥか
ら基地局に送信され得る一方、ＤＣＩは、物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）
または物理ダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）を使用して基地局からＵＥに送信さ
れ得る。
【０００５】
　[5]いくつかのアプリケーションでは、様々なＵＥのためのレイテンシは、ＴＴＩを選
択することとデータトラフィックに基づいて送信制御情報（たとえば、ＵＣＩ、ＤＣＩ）
のために割り振られたアップリンクおよびダウンリンクリソースを適応させることによっ
て低減され得る。複数の異なるＴＴＩは、いくつかの場合において、各ＴＴＩに関連付け
られる異なる制御情報をもたらし、そのような制御情報の効率の良い送信は、複数の異な
るＴＴＩを使用するシステムの全体の効率を向上させ得る。
【発明の概要】
【０００６】
　[6]説明される技法は、複数の送信時間間隔（ＴＴＩ）長さを使用するように構成可能
なシステムにおける制御チャネルシグナリングをサポートする改善された方法、システム
、デバイス、または装置に関する。説明される技法は、０．５ｍｓ（またはスロット）Ｔ
ＴＩのようなより短いＴＴＩと共に１ミリ秒（ｍｓ）（またはレガシー）ＴＴＩを使用す
るいくつかの送信のような、異なるＴＴＩ長さについての制御情報送信を提供し得る。異
なるＴＴＩについての異なる制御情報は、たとえば、物理ダウンリンク制御チャネル（Ｐ
ＤＣＣＨ）のような、制御情報の通信のために確立される制御チャネルリソースを使用し
て送信され得る。制御チャネル内の異なるリソースは、異なるＴＴＩ送信についての制御
情報を提供するように構成され得る。いくつかの例では、１ｍｓＴＴＩについての制御情
報は、リソースの第１のセット中に位置し、０．５ｍｓＴＴＩについての制御情報は、リ
ソースの第２のセット中に位置し得る。
【０００７】
　[7]いくつかの例では、リソースの第１のセットは、１ｍｓ制御情報を識別するように
ユーザ機器（ＵＥ）によって探索され得る第１の探索空間内に位置し得る。リソースの第
２のセットは、０．５ｍｓ制御情報を識別するようにＵＥによって探索され得る第２の探
索空間内に位置し得る。いくつかの例では、第２の探索空間は、ずっと第１の探索空間の
サブセットであるような、第１の探索空間に基づいて決定され得る、または別の方法で第
１の探索空間のサブセットに基づいて導出され得る。いくつかの例では、制御情報を決定
するために第１または第２の探索空間のブラインド復号することは、復号候補の制限され
たセットまたは構成されたハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）ラウンドトリップ時間
（ＲＴＴ）に基づき得る。
【０００８】
　[8]ワイヤレス通信の方法が説明される。方法は、２つ以上のシンボル期間を含む第１
の持続時間を持つ第１の送信時間間隔（ＴＴＩ）と第１の持続時間より短い第２の持続時
間を持つ第２のＴＴＩとを識別することと、第１のＴＴＩに関連付けられた第１の制御情
報についてモニタするための第１の探索空間を識別することと、第１の探索空間に少なく
とも部分的に基づいて、第２のＴＴＩに関連付けられた第２の制御情報についてモニタす
るための第２の探索空間を決定することと、第１の制御情報についての第１の探索空間ま
たは第２の制御情報についての第２のもののうちの少なくとも１つをモニタすることとを
含み得る。
【０００９】
　[9]ワイヤレス通信のための装置が説明される。装置は、２つ以上のシンボル期間を含
む第１の持続時間を持つ第１の送信時間間隔（ＴＴＩ）と第１の持続時間より短い第２の
持続時間を持つ第２のＴＴＩとを識別するための手段と、第１のＴＴＩに関連付けられた
第１の制御情報についてモニタするための第１の探索空間を識別するための手段と、第１
の探索空間に少なくとも部分的に基づいて、第２のＴＴＩに関連付けられた第２の制御情
報についてモニタするための第２の探索空間を決定するための手段と、第１の制御情報に
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ついての第１の探索空間または第２の制御情報についての第２のもののうちの少なくとも
１つをモニタするための手段とを含み得る。
【００１０】
　[10]さらなる装置が説明される。この装置は、プロセッサと、プロセッサと電子通信す
るメモリと、メモリに記憶された命令とを含み得る。命令は、プロセッサに、２つ以上の
シンボル期間を含む第１の持続時間を持つ第１の送信時間間隔（ＴＴＩ）と第１の持続時
間より短い第２の持続時間を持つ第２のＴＴＩとを識別することと、第１のＴＴＩに関連
付けられた第１の制御情報についてモニタするための第１の探索空間を識別することと、
第１の探索空間に少なくとも部分的に基づいて、第２のＴＴＩに関連付けられた第２の制
御情報についてモニタするための第２の探索空間を決定することと、第１の制御情報につ
いての第１の探索空間または第２の制御情報についての第２のもののうちの少なくとも１
つをモニタすることと行わせるように動作可能であり得る。
【００１１】
　[11]ワイヤレス通信のための非一時的コンピュータ可読媒体が説明される。非一時的コ
ンピュータ可読媒体は、プロセッサに、２つ以上のシンボル期間を含む第１の持続時間を
持つ第１の送信時間間隔（ＴＴＩ）と第１の持続時間より短い第２の持続時間を持つ第２
のＴＴＩとを識別することと、第１のＴＴＩに関連付けられた第１の制御情報についてモ
ニタするための第１の探索空間を識別することと、第１の探索空間に少なくとも部分的に
基づいて、第２のＴＴＩに関連付けられた第２の制御情報についてモニタするための第２
の探索空間を決定することと、第１の制御情報についての第１の探索空間または第２の制
御情報についての第２のもののうちの少なくとも１つをモニタすることと行わせる命令を
含み得る。
【００１２】
　[12]上述された方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの例では
、第２の探索空間は、第１の探索空間に関連付けられる。上述された方法、装置、または
非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの例では、第２の探索空間は、第１の探索空間
のサブセットであり得る。
【００１３】
　[13]上述された方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの例では
、第１の探索空間を識別することは、第１の制御情報および第２の制御情報のアイデンテ
ィフィケーション（ＩＤ）および受信したワイヤレス送信の復号のための復号候補のセッ
トを導出することを備える。方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつ
かの例はさらに、第１の探索空間中であるような復号候補の第１のサブセットを識別する
ための処理、特徴、手段、または命令を含み得る。
【００１４】
　[14]上述された方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの例では
、第２の探索空間を決定することは、第２の探索空間中であるような復号候補の第２のサ
ブセットを識別することを備える。上述された方法、装置、または非一時的コンピュータ
可読媒体のいくつかの例では、復号候補の第１のサブセットおよび復号候補の第２のサブ
セットは、復号候補のセットの重複しないサブセットである。
【００１５】
　[15]上述された方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの例では
、導出することは、ＵＥネットワーク識別子、ランダムシード、または制御情報の利用可
能な合計サイズのうちの１つまたは複数に基づく。上述された方法、装置、または非一時
的コンピュータ可読媒体のいくつかの例では、第２の探索空間を決定することは、第２の
ＵＥネットワーク識別子または第２のランダムシードのうちの１つまたは複数に基づいて
第２の探索空間を導出することを備える。
【００１６】
　[16]上述された方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの例では
、第１の制御情報は、第１のダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）サイズおよび第１のＤＣＩ
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フォーマットを有する第１のＤＣＩを備え、第２の制御情報は、第２のＤＣＩサイズおよ
び第２のＤＣＩフォーマットを有する第２のＤＣＩを備え、第１のＤＣＩサイズと第２の
ＤＣＩサイズあるいは第１のＤＣＩフォーマットと第２のＤＣＩフォーマットのうちの１
つまたは複数は、異なる。
【００１７】
　[17]上述された方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの例では
、第１のＤＣＩサイズは、第２のＤＣＩサイズより長い。上述された方法、装置、または
非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの例では、第１のＤＣＩサイズおよび第２のＤ
ＣＩサイズは、同じであり、第２のＤＣＩのうちの１または複数ビットは、第１のＤＣＩ
中の対応するビットと異なる情報を提供する。
【００１８】
　[18]上述された方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの例では
、第１のＤＣＩは、サイクリック冗長チェック（ＣＲＣ）ビットの第１の数を含み、第２
のＤＣＩは、ＣＲＣビットの第１の数より多いＣＲＣビットの第２の数を含む。
【００１９】
　[19]上述された方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの例では
、モニタすることは、第１の制御情報についての第１の探索空間において受信されたワイ
ヤレス送信をブラインド復号することを含み得る。上述された方法、装置、または非一時
的コンピュータ可読媒体のいくつかの例はさらに、第２の制御情報についての第２の探索
空間において受信されたワイヤレス送信をブラインド復号するための処理、特徴、手段、
または命令を含み得る。
【００２０】
　[20]上述された方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの例はさ
らに、第２のＴＴＩ送信についてのアグリゲーションレベルの利用可能な数、または第２
の制御情報についての利用可能なＤＣＩフォーマットのうちの１つまたは複数に基づいて
第２の探索空間において受信された送信をブラインド復号するための処理、特徴、手段、
または命令を含み得る。
【００２１】
　[21]上述された方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの例では
、第１の探索空間のための異なるブラインド復号候補のセットは、第２のＴＴＩを使用す
る送信が構成されないときより第２のＴＴＩを使用する送信が構成されるときに識別され
る。
【００２２】
　[22]上述された方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの例はさ
らに、第２の制御情報に関連付けられたハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）フィード
バックのためのラウンドトリップ時間（ＲＴＴ）に基づいて第２の探索空間において受信
した送信をブラインド復号するためのブラインド復号候補のセットを識別するための処理
、特徴、手段、または命令を含み得る。
【００２３】
　[23]上述された方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの例はさ
らに、第１の制御情報に関連付けられたＨＡＲＱフィードバックのための第１のＲＴＴを
識別するための処理、特徴、手段、または命令を含み得る。上述された方法、装置、また
は非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの例はさらに、第２の制御情報に関連付けら
れたＨＡＲＱフィードバックのための第２のＲＴＴを識別するための処理、特徴、手段、
または命令を含み得、第２のＲＴＴは、第１のＲＴＴより短い。
【００２４】
　[24]上述された方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの例では
、第２のＲＴＴは、第２の制御情報を受信するＵＥの能力に基づいて決定される。上述さ
れた方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの例では、第１のＲＴ
Ｔは、ＵＥの能力に基づいてレガシーＲＴＴより短いＲＴＴまたはレガシーＲＴＴになる
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ように決定される。
【００２５】
　[25]上述された方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの例では
、第２の制御情報は、ワイヤレス送信サブフレームの第１のスロットにおいて送信される
第２の制御情報の第１のサブセットと、ワイヤレス送信サブフレームの第２のスロットに
おいて送信される第２の制御情報の第２のサブセットとを備える。
【００２６】
　[26]上述された方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの例では
、ワイヤレス送信サブフレームの第１のスロットにおいて送信される第１のサブセットは
、第１のスロットにおける共有チャネルデータ送信で時分割多重化される制御情報中で送
信され、ワイヤレス送信サブフレームの第２のスロットにおいて送信される第２のサブセ
ットは、第２のスロットにおける共有チャネルデータ送信で時分割多重化および周波数分
割多重化の両方が行われる第２の制御チャネル中で送信される。
【００２７】
　[27]上述された方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの例はさ
らに、第２の制御情報の第２のサブセットのシンボルロケーションまたは構成される開始
シンボルロケーションのうちの１つまたは複数に基づいて第２のスロットにおいて共有チ
ャネルデータ送信のための開始シンボルを決定するための処理、特徴、手段、または命令
を含み得る。
【００２８】
　[28]上述された方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの例はさ
らに、第２の制御情報の第２のサブセットについてモニタするための第２のスロットにお
ける第３の探索空間を決定するための処理、特徴、手段、または命令を含み得る。上述さ
れた方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの例はさらに、第３の
探索空間に基づいて第２のスロットにおける共有チャネルデータ送信のための開始シンボ
ルを決定するための処理、特徴、手段、または命令を含み得る。
【００２９】
　[29]上述された方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの例では
、第３の探索空間は、制御情報送信のために構成される第２のスロットのリソースブロッ
ク（ＲＢ）のセットに基づいて決定される。上述された方法、装置、または非一時的コン
ピュータ可読媒体のいくつかの例では、第１の探索空間および第２の探索空間は、第１の
スロットにおける送信のためのシステム帯域幅にわたって分配され、第３の探索空間は、
システム帯域幅のサブセットにわたって分配される。
【００３０】
　[30]上述された方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの例では
、第３の端他空間は、第２の制御情報に関連付けられた送信モードに基づいて決定される
。
【００３１】
　[31]上述された方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの例では
、第２の制御情報の第２のサブセットは、ワイヤレス送信サブフレームの第２のスロット
において送信される物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）情報または物理制御フ
ォーマットインジケータチャネル（ＰＣＦＩＣＨ）情報のうちの１つまたは複数を備える
。
【００３２】
　[32]上の記載は、以下の詳細な説明がよりよく理解され得るように、本開示に従った例
の特徴および技術的利点を、ある程度広く概説したものである。追加の特徴および利点が
以下に説明されることになる。開示される概念および具体的な例は、本開示と同じ目的を
実行するために、他の構造を修正または設計するための基礎として容易に利用され得る。
このような同等の構成体（construction）は、添付の特許請求の範囲から逸脱しない。本
明細書に開示される概念の特性は、関連する利点とともに、それらの構成および動作の方



(8) JP 6786612 B2 2020.11.18

10

20

30

40

50

法の両方に関して、添付の図に関連して検討されたとき、以下の説明からより一層理解さ
れるであろう。これらの図の各々は、例示および説明の目的のためだけに提供され、特許
請求の範囲の限定の定義として提供されるものではない。
【図面の簡単な説明】
【００３３】
　[33]本発明の本質および利点のさらなる理解は、以下の図面を参照することによって実
現され得る。添付された図において、類似のコンポーネントまたは機能は、同じ参照ラベ
ルを有することができる。さらに、同じタイプの様々なコンポーネントは、参照ラベルに
、ハイフンと、類似のコンポーネントを区別する第２のラベルとを後続させることによっ
て区別され得る。本明細書中で第１の参照ラベルだけが使用される場合、その説明は、第
２の参照ラベルに関係なく同じ第１の参照ラベルを有する同様のコンポーネントのうちの
どの１つにも適用可能である。
【図１】本開示の様々な態様にしたがって、複数のＴＴＩ長さを持つ制御チャネルシグナ
リングをサポートするワイヤレス通信システムの例を例示する。
【図２】本開示の様々な態様にしたがって、複数のＴＴＩ長さを持つ制御チャネルシグナ
リングをサポートするワイヤレス通信システムの例を例示する。
【図３】本開示の様々な態様にしたがって、複数のＴＴＩ長さを持つ制御チャネルシグナ
リングをサポートするワイヤレスサブフレームの例を例示する。
【図４】本開示の様々な態様にしたがって、複数のＴＴＩ長さを持つ制御チャネルシグナ
リングをサポートするワイヤレスサブフレームの別の例を例示する。
【図５】本開示の様々な態様にしたがって、複数のＴＴＩ長さを持つ制御チャネルシグナ
リングをサポートするアップリンクおよびダウンリンク通信の例を例示する。
【図６】本開示の様々な態様にしたがって、複数のＴＴＩ長さを持つ制御チャネルシグナ
リングをサポートするアップリンクおよびダウンリンク通信の別の例を例示する。
【図７】本開示の様々な態様にしたがって、複数のＴＴＩ長さを持つ制御チャネルシグナ
リングをサポートするアップリンクおよびダウンリンク通信の別の例を例示する。
【図８】本開示の様々な態様にしたがって、複数のＴＴＩ長さを持つ制御チャネルシグナ
リングをサポートするアップリンクおよびダウンリンク通信の別の例を例示する。
【図９】本開示の様々な態様にしたがって、複数のＴＴＩ長さを持つ制御チャネルシグナ
リングをサポートするワイヤレスサブフレームの例を例示する。
【図１０】本開示の様々な態様にしたがって、複数のＴＴＩ長さを持つ制御チャネルシグ
ナリングをサポートするシステムにおける処理フローの例を例示する。
【図１１】本開示の様々な態様にしたがって、複数のＴＴＩ長さを持つ制御チャネルシグ
ナリングをサポートするワイヤレスデバイスのブロック図を示す。
【図１２】本開示の様々な態様にしたがって、複数のＴＴＩ長さを持つ制御チャネルシグ
ナリングをサポートするワイヤレスデバイスのブロック図を示す。
【図１３】本開示の様々な態様にしたがって、複数のＴＴＩ長さを持つ制御チャネルシグ
ナリングをサポートするワイヤレスデバイスのブロック図を示す。
【図１４】本開示の様々な態様にしたがって、複数のＴＴＩ長さを持つ制御チャネルシグ
ナリングをサポートするＵＥを含むシステムのブロック図を例示する。
【図１５】本開示の様々な態様にしたがって、複数のＴＴＩ長さを持つ制御チャネルシグ
ナリングのｔめの方法を例示する。
【図１６】本開示の様々な態様にしたがって、複数のＴＴＩ長さを持つ制御チャネルシグ
ナリングのｔめの方法を例示する。
【図１７】本開示の様々な態様にしたがって、複数のＴＴＩ長さを持つ制御チャネルシグ
ナリングのｔめの方法を例示する。
【図１８】本開示の様々な態様にしたがって、複数のＴＴＩ長さを持つ制御チャネルシグ
ナリングのｔめの方法を例示する。
【図１９】本開示の様々な態様にしたがって、複数のＴＴＩ長さを持つ制御チャネルシグ
ナリングのｔめの方法を例示する。
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【発明の詳細な説明】
【００３４】
　[47]あるワイヤレス通信アプリケーションは、本質においてバースト的であり得る。特
定のユーザ機器（ＵＥ）は、たとえば、データを送るまたは受信することなしに相対的に
長い期間動作し、その結果、データの相対的に大きな量またはバーストは、ＵＥへの送信
のために列を作り得る。データは、乗り物通信システム（vehicle communication system
）、ゲーミングアプリケーション、または不寛容な遅延である他のインプリメンテーショ
ンのような、レイテンシに影響を受けるアプリケーションに関連付けられ得る。基地局は
、いくつかの例では、ＵＥとの通信のために複数の異なる送信時間期間（ＴＴＩ）を構成
し得る。いくつかの例では、ワイヤレスサブフレームは、１ｍｓサブフレームであり、各
々０．５ｍｓである２つのスロットを包含し得る。いくつかの例は、０．５ｍｓ（または
スロット）ＴＴＩについての異なる制御情報と共に（レガシーの）１ｍｓＴＴＩについて
の制御情報送信を提供する。制御情報は、たとえば、物理ダウンリンク制御チャネル（Ｐ
ＤＣＣＨ）または拡張ＰＤＣＣＨ（ｅＰＤＣＣＨ）のような、制御情報の通信のために確
立される制御チャネルリソースを使用して送信され得る。制御チャネル内の異なるリソー
スは、異なるＴＴＩ送信の間に制御情報を提供するように構成され得る。
【００３５】
　[48]いくつかの例では、１ｍｓＴＴＩについての制御情報は、リソースの第１のセット
中に位置し、０．５ｍｓ　ＴＴＩについての制御情報は、リソースの第２のセット中に位
置し得る。いくつかの例では、リソースの第１のセットは、１ｍｓ制御情報を識別するよ
うにユーザ機器（ＵＥ）によって探索され得る第１の探索空間内に位置し得る。リソース
の第２のセットは、０．５ｍｓ制御情報を識別するようにＵＥによって探索され得る第２
の探索空間内に位置し得る。いくつかの例では、第２の探索空間は、ずっと第１の探索空
間のサブセットであるような、第１の探索空間に基づいて決定され得る、または別の方法
で第１の探索空間のサブセットに基づいて導出され得る。いくつかの例では、制御情報を
決定するために第１または第２の探索空間のブラインド復号することは、復号候補の制限
されたセットまたは構成されたハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）ラウンドトリップ
時間（ＲＴＴ）に基づき得る。
【００３６】
　[49]本明細書に記述されるように、ローレイテンシＴＴＩ（ｌｏｗ　ｌａｔｅｎｃｙ　
ＴＴＩ）を使用する制御情報の通信のための利用可能なリソースおよびパラメータは、他
のリソース、より長い持続時間ＴＴＩに関して決定され得る。システムは、より長い持続
時間ＴＴＩで同時動作をサポートするためにローレイテンシＴＴＩを構成し得る。例えば
、ローレイテンシデータ送信のために利用可能なリソースは、シンボル依存であり得る。
より長い持続時間ＴＴＩのシンボルがセカンダリ同期信号（ＳＳＳ）または物理ブロード
キャストチャネル（ＰＢＣＨ）情報を含むかどうかは、ローレイテンシＴＴＩ制御情報の
ために利用可能なリソースに影響を与え得、ＰＢＣＨ情報を持つリソースまたはＳＳＳは
、探索空間から除外され得る。
【００３７】
　[50]上で導入された本開示の態様は、ワイヤレス通信システムのコンテキストにおいて
い以下で説明される。ワイヤレス通信システムは、基地局およびＵＥを含み得、本明細書
で説明されるように、それら両方が複数のＴＴＩ持続時間のうちの１つまたは複数を使用
して通信するように構成可能である。本開示の態様はさらに、複数のＴＴＩ長さを持つ制
御チャネルシグナリングに関する装置の図、システムの図、およびフローチャートを参照
して説明されるおよびそれらによって例示される。
【００３８】
　[51]図１は、本開示の様々な態様によるワイヤレス通信システム１００の例を例示する
。ワイヤレス通信システム１００は、基地局１０５、ＵＥ１１５、およびコアネットワー
ク１３０を含む。いくつかの例では、ワイヤレス通信システム１００は、ロングタームエ
ボリューション（ＬＴＥ）／ＬＴＥ－アドバンスト（ＬＴＥ－Ａ）ネットワークであり得
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る。ワイヤレス通信システム１００は、本明細書で説明するように、ローレイテンシアプ
リケーションをサポートし、複数のＴＴＩ長さで通信し得る。加えて、ワイヤレス通信シ
ステム１００は、ローレイテンシアプリケーションおよび複数のＴＴＩ長さ動作について
の複数のＨＡＲＱ　ＲＴＴ得る。
【００３９】
　[52]基地局１０５は、１つまたは複数の基地局アンテナを介してＵＥ１１５とワイヤレ
スに通信し得る。各基地局１０５は、それぞれの地理的なカバレッジエリア１１０に対し
て通信カバレッジを提供し得る。ワイヤレス通信システム１００中に示される通信リンク
１２５は、ＵＥ１１５から基地局１０５へのアップリンク送信、または基地局１０５から
ＵＥ１１５へのダウンリンク送信を含み得る。ＵＥ１１５は、ワイヤレス通信システム１
００全体にわたって分散され得、各ＵＥ１１５は、固定またはモバイルであり得る。ＵＥ
１１５はまた、モバイル局、加入者局、リモートユニット、ワイヤレスデバイス、アクセ
ス端末、ハンドセット、ユーザエージェント、クライアント、または同様の専門用語で呼
ばれ得る。ＵＥ１１５はまた、携帯電話、ワイヤレスモデム、ハンドヘルドデバイス、パ
ーソナルコンピュータ、タブレット、パーソナル電子デバイス、マシンタイプ通信（ＭＴ
Ｃ）デバイス、等であり得る。
【００４０】
　[53]基地局１０５は、コアネットワーク１３０と、および互いに通信し得る。例えば、
基地局１０５は、バックホールリンク１３２（例えば、Ｓ１）を通じてコアネットワーク
１３０とインターフェースし得る。基地局１０５は、（例えば、コアネットワーク１３０
を通じて）直接的にまたは間接的にのいずれかで、バックホールリンク１３４（例えば、
Ｘ２）を介して互いに通信し得る。基地局１０５は、ＵＥ１１５との通信のために無線構
成およびスケジューリングを実行し得るか、または基地局コントローラ（図示せず）の制
御下で動作し得る。様々な例では、基地局１０５は、マクロセル、スモールセル、ホット
スポット、等であり得る。基地局１０５はまた、ｅノードＢ（ｅＮＢ）１０５と呼ばれ得
る。
【００４１】
　[54]ワイヤレス通信システム１００内でのデータ通信は、論理チャネル、トランスポー
トチャネル、および物理（ＰＨＹ）レイヤチャネルに分けられ、それらに関して説明され
得る。チャネルは、制御チャネルおよびトラフィックチャネルに分類され得る。論理制御
チャネルは、ページング情報のためのページング制御チャネル（ＰＣＣＨ）、ブロードシ
ステム制御情報のためのブロードキャスト制御チャネル（ＢＣＣＨ）、マルチメディアブ
ロードキャストマルチキャストサービス（ＭＢＭＳ）スケジューリングおよび制御情報を
送信するためのマルチキャスト制御チャネル（ＭＣＣＨ）、専用制御情報を送信するため
の専用制御チャネル（ＤＣＣＨ）、ランダムアクセス情報のための共通制御チャネル（Ｃ
ＣＣ）、専用ＵＥデータのための専用トラフィックチャネル（ＤＴＣＨ）、およびマルチ
キャストデータのための、マルチキャストトラフィックチャネル（ＭＴＣＨ）を含み得る
。
【００４２】
　[55]ＤＬトランスポートチャネルは、ブロードキャスト情報のためのブロードキャスト
チャネル（ＢＣＨ）、データ転送のためのダウンリンク共有チャネル（ＤＬ－ＳＣＨ）、
ページング情報のためのページングチャネル（ＰＣＨ）、およびマルチキャスト送信のた
めのマルチキャストチャネル（ＭＣＨ）を含み得る。［００５４］ＵＬトランスポートチ
ャネルは、アクセスのためのランダムアクセスチャネル（ＲＡＣＨ）およびデータのため
のアップリンク共有チャネル（ＵＬ－ＳＣＨ）を含み得る。
【００４３】
　[56]ＤＬ物理チャネルは、ブロードキャスト情報のための物理ブロードキャストチャネ
ル（ＰＢＣＨ）、制御フォーマット情報のための物理制御フォーマットインジケータチャ
ネル（ＰＣＦＩＣＨ）、制御およびスケジューリング情報のための物理ダウンリンク制御
チャネル（ＰＤＣＣＨ）、ＨＡＲＱ状態メッセージのための物理ダウンリンク制御チャネ



(11) JP 6786612 B2 2020.11.18

10

20

30

40

50

ル（ＰＨＩＣＨ）、ユーザデータのためのダウンリンク共有チャネル（ＰＤＳＣＨ）、お
よびマルチキャストデータのための物理マルチキャストチャネル（ＰＭＣＨ）を含み得る
。ＵＬ　ＰＨＹチャネルは、アクセスメッセージのための物理ランダムアクセスチャネル
（ＰＲＡＣＨ）、制御データのための物理アップリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）、ユ
ーザデータのための物理アップリンク共有チャネル（ＰＵＳＣＨ）を含み得る。
【００４４】
　[57]ＰＤＣＣＨは、レガシー動作では、少なくとも１つの制御チャネル要素ＣＣＥ中に
含まれるダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）を搬送し、それは、９つの論理的に連続したリ
ソース要素グループ（ＲＥＧ）から成り得、ここで、各ＲＥＧは、４つのＲＥを包含する
。現在の開示のいくつかの例では、ＤＣＩのフォーマットは、本明細書で議論されること
になるように、スロットＴＴＩのためと異なる１ｍｓ　ＴＴＩのためのものである。ＤＣ
Ｉは、ＤＬスケジューリング割り当て、ＵＬリソース許可、送信スキーム、ＵＬ電力制御
、ハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）情報、ＭＣＳおよび他の情報に関する情報を含
む。ＤＣＩメッセージのサイズおよびフォーマットは、ＤＣＩによって搬送される情報の
タイプおよび量によって異なることができる。
【００４５】
　[58]ＰＤＣＣＨは、複数のユーザに関連付けられたＤＣＩメッセージを搬送することが
でき、各ＵＥ１１５は、それのために意図されたＤＣＩメッセージを復号し得る。たとえ
ば、各ＵＥ１１５は、各ＵＥ１１５は、セル－無線ネットワーク一時識別子（Ｃ－ＲＮＴ
Ｉ）を割り当てられ、各ＤＣＩに付属している巡回冗長検査（ＣＲＣ）ビットは、Ｃ－Ｒ
ＮＴＩに基づいて暗号化され得る。ＵＥでの電力消費およびオーバーヘッドを低減するた
めに、ＣＣＥロケーションの限定されたセットは、特定のＵＥに関連付けられたＤＣＩの
ために指定され、それは、探索空間と呼ばれ得る。ＣＣＥは、（たとえば、１、２、４、
および８ＣＣＥのグループに）グループ化され、ＵＥが関連のあるＤＣＩを見出し得るＣ
ＣＥロケーションのセットを含み得る探索空間が、指定され得る。ＵＥ１１５は、ＤＣＩ
の異なるフォーマットに関連付けられた復号候補を使用して、ブラインド復号として知ら
れる処理を実行することによってＤＣＩを復号するように試み得る。いくつかの場合では
、スロットＴＴＩの制御部分は、クイックＰＤＣＣＨ（ＱＰＤＣＣＨ）を含み得、それは
、スロットＴＴＩ通信に関する情報であり得る。
【００４６】
　[59]ワイヤレス通信システム１００内での通信のための時間間隔は、基本時間ユニット
の倍数（たとえば、サンプリング期間、Ｔｓ＝１／３０，７２０，０００秒）で表され得
る。時間リソースは、１０ｍｓの長さの無線フレーム（Ｔｆ＝３０７２００Ｔｓ）に従っ
て編成され得、それは、０から１０２３の範囲のシステムフレーム数（ＳＦＮ）によって
識別され得る。各フレームは、０から９の番号が付された１０個の１ｍｓサブフレームを
含み得る。サブフレームは、２つの０．５ｍｓスロットにさらに分割され、それらの各々
は、（各シンボルの前に付加されるサイクリックプリフィックス（ＣＰ）の長さによる）
２つ以上の変調シンボル期間を包含する。ＣＰを除いて、各シンボルは、２０４８個のサ
ンプル期間を包含する。様々な例では、レガシーまたは１ｍｓ　ＴＴＩ通信は、最小のス
ケジューリングユニットまたはＴＴＩとしてサブフレームを使用し得る。さらに、上で示
されるように、ワイヤレス通信システム１００は、１つのサブフレームの持続時間も、０
．５ｍｓまたはスロットＴＴＩ（またはより短いＴＴＩ）のような、より短い持続時間も
有するＴＴＩをサポートし得、それは、１つのＬＴＥサブフレーム（たとえば、１スロッ
ト）未満の持続時間を有し得る。様々な例では、ワイヤレス通信システム１００は、持続
時間中の少なくとも２つのＬＴＥシンボル期間である第１の持続時間と第１の持続時間未
満である第２の持続時間とを含む－２つ以上のＴＴＩ持続時間をサポートする。
【００４７】
　[60]ワイヤレス通信システム１００は、データがワイヤレス通信リンク１２５を通して
正確に受信される可能性を増大させる方法、ＨＡＲＱを採用し得る。ＨＡＲＱは、（たと
えば、ＣＲＣを使用する）誤り検出、前方向誤り訂正（ＦＥＣ）、および再送信（たとえ
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ば、自動再送要求（ＡＲＱ））の組み合わせを含み得る。ＨＡＲＱは、貧弱な無線条件（
たとえば、信号対雑音条件）でのＭＡＣレイヤにおけるスループットを改善し得る。増分
的冗長ＨＡＲＱ（Incremental Redundancy HARQ）では、データを成功裏に復号する全体
的な可能性を改善するために、不正確に受信されたデータがバッファ中に記憶され、後続
の送信と組み合わされ得る。いくつかの場合では、冗長ビットは、送信より前に各メッセ
ージに追加され得る。これは、貧弱な条件において有用であり得る。他の場合では、冗長
ビットは、各送信に追加されないが、情報を復号することに失敗した試みを示す否定応答
（ＮＡＣＫ）を元のメッセージの送信機が受信した後で再送信される。送信、応答、およ
び再送信のチェーンは、ＨＡＲＱプロセスと呼ばれ、送信と、不成功に受信したデータの
再送信の開始との間の合計時間は、ラウンドトリップ時間（ＲＴＴ）と呼ばれ得る。いく
つかの場合では、ＨＡＲＱプロセスの限定された数が所与の通信リンク１２５のために使
用され得る。
【００４８】
　[61]いくつかの例では、ＨＡＲＱプロセスは、ＮＡＣＫが送信機によって受信されたと
きに全体のトランスポートブロックが再送信される、トランスポートブロックレベルで実
行され得る。複数のＴＴＩ割り当てでは、新規データのための別個のインジケータは、割
り当てにおける各トランスポートブロック（ＴＢ）のために使用され得る。あるいは、い
くつかの例では、単一新規データインジケータは、割り当てのすべてのＴＢのために使用
され得る。他の場合では、複数のＴＴＩスケジューリングは、いくつかの例では、再送信
が個々の割り当てに限定されるような、新規送信のみに使用され得る。
【００４９】
　[62]いくつかの例では、トランスポートブロックは、１つまたは複数のコード化ブロッ
クに分割され得、且つＨＡＲＱプロセスは、コード化ブロックレベルで実行され得、ここ
で、１つまたは複数のコード化ブロック（たとえば、受信機によって不成功に復号された
１つまたは複数のコード化ブロック）は、ＮＡＣＫが送信機によって受信されたときに再
送信される。ローレイテンシＴＴＩのためのコード化ブロックレベルＨＡＲＱプロセスの
ためのしきい値は、より長い持続時間ＴＴＩと異なり得る（たとえば、ＬＴＥでみられる
ような、６１４４ビットと異なる可能性がある）。
【００５０】
　[63]いくつかの例は、異なる、レガシーＴＴＩのためのＨＡＲＱ　ＲＴＴおよびスロッ
トＴＴＩのためのＨＡＲＱ　ＲＴＴを用い得る。たとえば、レガシーＴＴＩについてのＨ
ＡＲＱ　ＲＴＴは、８ｍｓであり、スロットＴＴＩについてのＨＡＲＱ　ＲＴＴは、４ｍ
ｓであり得る。他の例では、１ｍｓおよびスロットＴＴＩの両方が使用される場合、ＵＥ
の能力に依存して、スロットＴＴＩ　ＨＡＲＱ　ＲＴＴは、２ｍｓ、３ｍｓ、または４ｍ
ｓであり得、１ｍｓ　ＨＡＲＱ　ＲＴＴは、４ｍｓであ得る。
【００５１】
　[64]いくつかの場合では、ワイヤレス通信システム１００は、１つまたは複数の拡張コ
ンポーネントキャリア（ｅＣＣ）を利用し得る。ｅＣＣは、柔軟な帯域幅、異なる送信時
間間隔（ＴＴＩ）、および修正された制御チャネル構成を含む１つまたは複数の特徴によ
って特徴付けられ得る。いくつかの場合では、ｅＣＣは、（たとえば、複数のサービング
セルが準最適バックホールリンクを有するとき）デュアルコネクティビティ構成またはキ
ャリアアグリゲーション（ＣＡ）構成に関連付けられ得る。ｅＣＣはまた、（例えば、１
人より多くのオペレータがスペクトルを使用することを認可されている）共有スペクトル
または無認可スペクトルで使用するために構成され得る。柔軟な帯域幅によって特徴付け
られるｅＣＣは、（例えば、電力を節約するために）限定された帯域幅を使用することを
好むか、または帯域幅全体をモニタすることが可能でないＵＥ１１５によって利用されう
る１つまたは複数のセグメントを含み得る。
【００５２】
　[65]そのようなワイヤレス通信システム１００は、複数のレイテンシモードを同時にサ
ポートし得る。ワイヤレス通信システム１００の１つのレイテンシモードに従って制御情
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報通信のための利用可能なリソースおよびパラメータは、ワイヤレス通信システム１００
の別のレイテンシモードのために使用されるリソースについて決定され得る。たとえば、
ＵＥ１１５は、スロットＴＴＩ制御情報についての異なる探索空間を決定するために１ｍ
ｓ　ＴＴＩ制御情報についての探索空間を使用し得る。たとえば、スロットＴＴＩ制御情
報についての探索空間は、１ｍｓ　ＴＴＩ制御情報についての探索空間のサブセットであ
り、探索空間は、１ｍｓ　ＴＴＩ技法に基づいて決定され、１ｍｓ　ＴＴＩ探索空間とス
ロットＴＴＩ探索空間との間で分割され得る、またはスロットＴＴＩ探索空間は、１ｍｓ
探索空間からのオフセットを通じて、分離ＲＮＴＩを通じて、異なるランダムシードを通
じて、あるいは任意のこれらの組み合わせのような１ｍｓ　ＴＴＩ探索空間に関連付けら
れ得る。ＵＥ１１５は、１ｍｓＴＴＩ制御情報およびスロット　ＴＴＩ制御情報について
の探索空間を決定し、制御情報を識別するために探索空間にわたってブラインド復号を実
行し得る。１ｍｓまたはスロットＴＴＩのスケジューリングは、ＵＥ固有であり動的また
は準静的に示され得る。
【００５３】
　[66]図２は、複数のＴＴＩ長さを持つ制御チャネルシグナリングをサポートするワイヤ
レス通信システム２００の例を例示する。ワイヤレス通信システム２００は、図１を参照
して説明された対応するデバイスの例である、基地局１０５－ａおよびＵＥ１１５－ａを
含み得る。ワイヤレス通信システム２００は、ワイヤレス通信システム１００の態様を例
示し得る。たとえば、ワイヤレス通信システム２００は、ＵＥ１１５－ａおよび基地局１
０５－ａを含み得、それらは、図１を参照して説明されたＵＥ１１５または基地局１０５
の例であり得る。基地局１０５－ａは、通信リンク２０５を介してＵＥ１１５－ａと通信
し、図１を参照して説明されるように、複数の持続時間ＴＴＩの間にＵＥ１１５－ａに制
御情報を送信し得る。
【００５４】
　[67]フレーム構造は、物理リソースを編成するようにワイヤレス通信システム２００内
で使用され得る。フレームは、１０ｍｓ間隔であり、１０個の等しいサイズのサブフレー
ムまたはＴＴＩに分割され得る。各サブフレームは、２つの連続したタイムスロットを含
み得る。各スロットは、６または７個のＯＦＤＭＡシンボル期間を含み得る。リソース要
素は、１つのシンボル期間および１つのサブキャリア（たとえば、１５ＫＨｚ周波数範囲
）から成る。リソースブロックは、周波数ドメイン中に１２個の連続するサブキャリアを
包含し、各ＯＦＤＭシンボル中の通常のサイクリックプレフィックスでは、時間ドメイン
中の１つのスロット（８４個のリソース要素）に７個の連続するＯＦＤＭシンボルを含み
得る。ワイヤレス通信システム２００によって利用され得るＴＴＩの更なる詳細は、図３
－図４によって例示され、それらの図を参照して説明される。
【００５５】
　[68]いくつかの場合では、１ｍｓ長さのＴＴＩ２１０は、ＬＴＥサブフレームであり、
ショートＴＴＩ２１５でもあり得る。ショートＴＴＩ２１５は、０．５ｍｓまたはスロッ
ト期間のような、固定長さのＴＴＩ２１０より短い長さ（たとえば、持続時間）を有し得
る。ショートＴＴＩ２１５は、いくつかの展開では、ローレイテンシ動作のために採用さ
れ得る。いくつかの場合では、より短い長さのＴＴＩを使用することは、無線レイテンシ
を低減し得る。たとえば、ショートＴＴＩ２１５は、１ｍｓ長さのＴＴＩ２１０のような
非ローレイテンシＴＴＩと比べるとＨＡＲＱレイテンシを低減するのを助け得る。
【００５６】
　[69]いくつかの例では、スロットレベルのショートＴＴＩ２１５は、ＬＴＥ／ＬＴＥ－
Ａニューメロロジー（numerology）に従い、後方互換性があり、送信されるサブフレーム
が１ｍｓ　ＴＴＩ送信およびスロットＴＴＩ送信の両方を含み得る１－ｍｓ　ＬＴＥトラ
フィックと共存し得る。いくつかの例では、スロットレベルＴＴＩは、既存の、ブロード
キャスト、ランダムアクセス、およびハンドオーバプロシージャ、およびＬＴＥ／ＬＴＥ
－Ａの他のプロシージャも再利用し得る。いくつかの例では、１ｍｓ　ＴＴＩ送信とスロ
ットＴＴＩ送信との両方のための制御情報は、（クイックＰＤＣＣＨ（ＱＰＤＣＣＨ）ま
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たはクイックｅＰＤＣＣＨ（ＱｅＰＤＣＣＨ）と呼ば得る）スロットベースｅＰＤＣＣＨ
またはＰＤＣＣＨを使用し得る。いくつかの例では、レガシー制御領域におけるＰＨＩＣ
Ｈは、スロット０およびスロット１アップリンクデータ送信のために使用され得る。リソ
ース割り振り、トランスポートブロックサイズ（ＴＢＳ）決定、およびリンクへの調整は
、いくつかの展開では、スロットＴＴＩ送信においてインプリメントされ得る。
【００５７】
　[70]上で示されるように、スロットレベルＴＴＩについての制御情報は、ＰＤＣＣＨベ
ースのシグナリングを使用して提供され得る。本明細書で説明される様々な例は、スロッ
トレベルＴＴＩについての制御情報を提供するために、ＰＤＣＣＨ／ｅＰＤＣＣＨベース
のシグナリングに１つまたは複数の修正を提供する。いくつかの例では、制御情報は、サ
ブフレームのスロット０におけるレガシー制御領域（たとえば、スロット０のシンボル０
におけるＰＤＣＣＨ送信）を再利用し得る。スロット０におけるスロットベースのＴＴＩ
共有チャネル送信（たとえば、クリックＰＤＳＣＨまたはＱＰＤＳＣＨ送信）は、ＱＰＤ
ＣＣＨによってスケジュールされ得る。いくつかの例では、ＱＰＤＣＣＨ送信は、ＰＤＣ
ＣＨ　ＣＣＥ構造を再利用し、他のレガシー制御チャネルと完全に多重化され得る。いく
つかの例は、スロット０を示す新規ＤＣＩを提供し、スロット対サブフレームＴＴＩスケ
ジューリング割り当てを区別し得る。他の例では、ＰＤＣＣＨ送信は、サブフレームにお
ける両方のスロットのためのサブフレームＴＴＩ割り当てとスロットＴＴＩ割り当てとの
両方についての許可を含み得る。このような技法は、ＰＤＣＣＨとＱＰＤＣＣＨの多重化
もＰＤＳＣＨ／ｅＰＤＣＣＨとＱＰＤＳＣＨの周波数分割多重（ＦＤＭ）も認め得る。
【００５８】
　[71]図３は、複数のＴＴＩ長さを持つ制御チャネルシグナリングのためのサブフレーム
３００の例を例示する。いくつかの場合では、サブフレーム３００は、図１－図２を参照
して説明されるように、ＵＥ１１５または基地局１０５によって実行される技法の態様に
従う１ｍｓ　ＴＴＩ送信およびスロットＴＴＩ送信を含み得る。図３の例では、サブフレ
ーム３００は、１ｍｓ　ＴＴＩ持続時間３０５に対応する１ｍｓ持続時間３０５を有し得
る。サブフレーム３００は、スロット０　３１５とスロット１　３２５とを含み、それら
はそれぞれ、第１のスロットＴＴＩ３１０および第２のスロットＴＴＩ３２０に対応し得
る。サブフレーム３００は、システム帯域幅３３０を使用して送信され、ノーマルＣＰを
表す、１４個のシンボルを有し得る。レガシー制御領域３３５は、第１のシンボルを占有
し得、ｅＰＤＣＣＨ３４０は、スロット０　３１５とスロット１　３２５との両方にわた
るリソースを占有し得、共有チャネル送信、またはＰＤＣＣＨあるいはｅＰＤＣＣＨによ
って割り当てられた通常のＰＤＳＣＨ３７０についての制御情報を含み得る。第１のスロ
ットＴＴＩ３１０は、ＱｅＰＤＣＣＨ１およびＱｅＰＤＣＣＨ２リソース３４５を通じて
２つのダウンリンク共有チャネル割り当てについての制御情報を含み得る。この例では、
ＱｅＰＤＣＣＨ１は、ＱＰＤＳＣＨ１　３５０のための制御情報を包含し、ＱｅＰＤＣＣ
Ｈ２は、ＱＰＤＳＣＨ２　３５５についての制御情報を包含し得る。図３の例では、第２
のスロットＴＴＩ３２０は、（ＤＬのための）ＱｅＰＤＣＣＨ３および（ＵＬのための）
ＱｅＰＤＣＣＨ４リソース３６０を通じて、第３のダウンリンク共有チャネル割り当てお
よびアップリンク割り当てについての制御情報を含み得る。この例では、ＱｅＰＤＣＣＨ
３は、スロット１　３２５のＱＰＤＳＣＨ３６５のための制御情報を包含し、ＱＰＤＳＣ
Ｈ４は、関連したアップリンク送信のあｔめの制御情報を包含し得る。したがって、この
例では、ＱｅＰＤＣＣＨおよびＱＰＤＳＣＨとのＦＤＭが提供される。
【００５９】
　[72]他の例では、ＦＤＭは、ＰＤＣＣＨ、ＱＰＤＣＣＨ、およびＱＰＤＳＣＨ送信ため
に使用され得る。図４は、複数のＴＴＩ長さを持つ制御チャネルシグナリングのためのサ
ブフレーム４００を持つ、このような例を例示する。いくつかの場合では、サブフレーム
４００は、図１－図２を参照して説明されるように、ＵＥ１１５または基地局１０５によ
って実行される技法の態様に従う１ｍｓ　ＴＴＩ送信およびスロットＴＴＩ送信を含み得
る。図４の例では、サブフレーム４００は、１ｍｓＴＴＩ持続時間４０５に対応する１ｍ
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ｓ持続時間４０５を有し得る。サブフレーム４００は、スロット０　４１５とスロット１
　４２５を含み、それらはそれぞれ、第１のスロットＴＴＩ４１０および第２のスロット
ＴＴＩ４２０に対応し得る。サブフレーム４００は、システム帯域幅４３０を使用して送
信され、ノーマルＣＰを表す、１４個のシンボルを有し得る。
【００６０】
　[73]この例では、スロット０　４１５のシンボル０は、ＰＤＣＣＨ，レガシー制御、お
よびＱＰＤＣＣＨリソース４３５を含み、これは、ＦＤＭを使用してリソースを割り振ら
れ得る。ｅＰＤＣＣＨ４４０は、スロット０　４１５とスロット１　４２５との両方にわ
たるリソースを占有し得、共有チャネル送信、またはＰＤＣＣＨあるいはｅＰＤＣＣＨに
よって割り当てられた通常のＰＤＳＣＨ４６０についての制御情報を含み得る。第１のス
ロットＴＴＩ４１０は、ＱＰＤＣＣＨ中に割り当てられ得るＱＰＤＳＣＨリソース４４５
を含み得る。図４の例では、第２のスロットＴＴＩ４２０は、ＱｅＰＤＣＣＨリソース４
５０中に制御情報を含み得る。この例では、ＱｅＰＤＣＣＨ１　４５０は、スロット１　
４２５のＱＰＤＳＣＨ１　４５５についての制御情報を包含し得る。したがって、この例
では、ＰＤＣＣＨ、ＱＰＤＣＣＨ、ＱｅＰＤＣＣＨおよびＱＰＤＳＣＨとのＦＤＭが提供
される。
【００６１】
　[74]図５は、複数のＴＴＩおよび関連する制御チャネルシグナリングをサポートするＵ
ＬおよびＤＬ送信５００の例を例示する。いくつかの場合では、方法５００は、図１－図
２を参照して説明されるように、ＵＥ１１５または基地局１０５によって実行される技法
の態様を表し得る。図５はまた、いくつかの例に従う１ｍｓ　ＴＴＩおよびスロットＴＴ
Ｉに関連付けられたＨＡＲＱタイミングおよびＲＴＴを例示する。レガシーＬＴＥでは、
送信についてのＨＡＲＱフィードバックは、ＨＡＲＱフィードバックに関連付けられた送
信を含むＴＴＩ（ＴＴＩ　ｎ）からｎ＋４　ＴＴＩ離れた第１の利用可能なＴＴＩにおい
て提供され得る。したがって、レガシーＬＴＥと、いくつかの例における１ｍｓ　ＴＴＩ
送信は、８ｍｓのＨＡＲＱ　ＲＴＴを有し得る。いくつかの例では、スロットＴＴＩ送信
は、ＨＡＲＱフィードバックの送信および後続の再送信のための同じ関係性に従い、した
がって、４ｍｓのＨＡＲＱ　ＲＴＴおよび線形スケーリングを提供し得る。
【００６２】
　[75]図５の、例では、基地局１０５－ｂは、ＤＬ送信５０５を送信し、ＵＥ１１５－ｂ
は、ＵＬ送信５１０を送信し得る。ＤＬ送信５０５およびＵＬ送信５１０は、１ｍｓ　Ｔ
ＴＩ送信およびスロットＴＴＩ送信の両方を含み得る。この例では、サブフレーム０は、
スロット０およびスロット１を含み得、それらは、スロット０において第１のスロット送
信５１５を含み、スロット１において第２のスロット送信５２０を含み得る、ＱＰＤＳＣ
Ｈ　ＤＬ送信５２５を含み得る。ＤＬ送信５０５は、１ｍｓ　ＴＴＩを使用し得るＰＤＳ
ＣＨ送信５３０を含み得る。上で示されるように、ＵＥ１１５－ｂは、ＱＰＤＳＣＨ送信
５２５を受信し、ＨＡＲＱフィードバックを提供し得る。この例では、ＱＰＵＣＣＨ　Ａ
ＣＫ／ＮＡＣＫ送信５３５は、関連するＱＰＤＳＣＨ送信５２５の後の４スロットで、Ｕ
Ｅ１１５－ｂによって送信され得る。基地局１０５－ｂは、ＱＰＵＣＣＨ　ＡＣＫ／ＮＡ
ＣＫ送信５３５を受信し、必要とする場合、ＮＡＣＫフィードバックを有するデータのＱ
ＰＤＳＣＨ送信５４０を送信し得る。スロットＴＴＩ長さが１ｍｓ　ＴＴＩ長さの半分で
あるので、この例のローレイテンシ（ＬＬ）ＨＡＲＱ　ＲＴＴ５４５は、１ｍｓ　ＴＴＩ
の半分、４ｍｓである。同様に１ｍｓ　ＴＴＩ　ＰＤＳＣＨ送信５３０は、レガシーＬＴ
Ｅ　ＨＡＲＱタイムラインに従ってＰＵＣＣＨ　ＡＫＣ／ＮＡＣＫフィードバック５５０
を提供し得るＵＥ１１５－ｂで受信され得る。基地局１０５－ｂは、ＰＵＣＣＨ　ＡＣＫ
／ＮＡＣＫ送信５５０を受信し、必要とする場合、ＮＡＣＫフィードバックを有するデー
タのＰＤＳＣＨＨ送信５５５を送信し得、したがって、レガシータイムラインに従って８
ｍｓのＨＡＲＱ　ＲＴＴ５６０を提供する。したがって、スロットＴＴＩ送信は、低減さ
れたＨＡＲＱ　ＲＴＴを有し、したがって、ＨＡＲＱフィードバックおよび関連する再送
信のためのより小さいレイテンシを提供し得る。
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【００６３】
　[76]いくつかの例では、ＨＡＲＱ　ＲＴＴにおける２（８ｍｓ対４ｍｓ）削減という因
数の代わりに、ＨＡＲＱ　ＲＴＴの追加の削減が構成され得る。図６は、複数のＴＴＩお
よび関連する制御チャネルシグナリングをサポートするＵＬおよびＤＬ送信６００を示す
、このような例を例示する。いくつかの場合では、方法６００は、図１－図２を参照して
説明されるように、ＵＥ１１５または基地局１０５によって実行される技法の態様を表し
得る。図６はまた、さらに低減されたスロットＴＴＩ　ＨＡＲＱ　ＲＴＴを持つ、１ｍｓ
　ＴＴＩに関連付けられたＨＡＲＱタイミングおよびＲＴＴを例示する。この例では、ス
ロットＴＴＩ送信は、１つのみのＴＴＩだけ離れているＤＬ送信およびＡＣＫ／ＮＡＣＫ
フィードバックを持ち、１つのＴＴＩだけ離れているＡＣＫ／ＮＡＣＫフィードバックお
よび再送信の受信を持つＨＡＲＱフィードバックの送信を提供し得る。したがって、この
ような例では、スロットＴＴＩ送信は、２ｍｓのＨＡＲＱ　ＲＴＴで提供され得る。
【００６４】
　[77]図６の、例では、基地局１０５－ｃは、ＤＬ送信６０５を送信し、ＵＥ１１５－ｃ
は、ＵＬ送信６１０を送信し得る。ＤＬ送信６０５およびＵＬ送信６１０は、１ｍｓ　Ｔ
ＴＩ送信およびスロットＴＴＩ送信の両方を含み得る。この例では、サブフレーム０は、
スロット０およびスロット１を含み得、それらは、スロット０において第１のスロット送
信６１５を含み、スロット１において第２のスロット送信６２０を含み得る、ＱＰＤＳＣ
Ｈ　ＤＬ送信６２５を含み得る。ＤＬ送信６０５は、１ｍｓ　ＴＴＩを使用し得るＰＤＳ
ＣＨ送信６３０を含み得る。上で示されるように、ＵＥ１１５－ｃは、ＱＰＤＳＣＨ送信
６２５を受信し、ＨＡＲＱフィードバックを提供し得る。この例では、ＱＰＵＣＣＨ　Ａ
ＣＫ／ＮＡＣＫ送信６３５は、関連するＱＰＤＳＣＨ送信６２５の後の１つのスロットま
たは１つのスロットギャップで、ＵＥ１１５－ｃによって送信され得る。基地局１０５－
ｃは、ＱＰＵＣＣＨ　ＡＣＫ／ＮＡＣＫ送信６３５を受信し、必要とする場合、ＮＡＣＫ
フィードバックを有するデータのＱＰＤＳＣＨ送信６４０を送信し得る。スロットＴＴＩ
長さが０．５ｍｓであるので、この例のＬＬ　ＨＡＲＱ　ＲＴＴ６４５は、２ｍｓである
。図５に関して議論されたのと同様に、１ｍｓ　ＴＴＩ　ＰＤＳＣＨ送信６３０は、レガ
シーＬＴＥ　ＨＡＲＱタイムラインに従ってＰＵＣＣＨ　ＡＫＣ／ＮＡＣＫフィードバッ
ク６５０を提供し得るＵＥ１１５－ｃで受信され得る。基地局１０５－ｃは、ＰＵＣＣＨ
　ＡＣＫ／ＮＡＣＫフィードバック６５０を受信し、必要とする場合、ＮＡＣＫフィード
バックを有するデータのＰＤＳＣＨＨ送信６５５を送信し得、したがって、レガシータイ
ムラインにしたがって８ｍｓのＨＡＲＱ　ＲＴＴ６６０を提供する。このようなＨＡＲＱ
タイムラインは、ＵＥ１１５－ｃおよび基地局１０５－ｃでの処理のためのより多くの挑
戦的な要求を提供し、いくつかの例では、ＵＥは、ＵＥの能力に基づいてより短いＨＡＲ
Ｑ　ＲＴＴのために構成され得る。このようなスロットＴＴＩについてのＨＡＲＱタイム
ラインはまたは、（処理時間を効果的に低減する）可能なＵＬタイミングアドバンス上で
のより多くの制限に帰着し、従って、そのような例のためのカバレッジエリアは、より長
いＨＡＲＱタイムラインのための利用可能なカバレッジエリアと比較して低減され得る。
【００６５】
　[78]上で示されるように、２ｍｓ　ＨＡＲＱタイムラインは、いくつかのＵＥに処理挑
戦を提供し、また、低減されたカバレッジエリアに帰着し得る。いくつかの例では、スロ
ットＴＴＩ　ＨＡＲＱタイムラインは、特定のＵＥ能力、カバレッジエリア要求、所与の
時間での特定のトラフィック、他の要素、またはこれらの任意の組み合わせに基づいて選
択され得る。たとえば、３ｍｓ　ＨＡＲＱ　ＲＴＴは、スロットＴＴＩ通信のために構成
され得る。図７は、このようなＵＬおよびＤＬ送信７００の例を例示する。いくつかの場
合では、方法７００は、図１－図２を参照して説明されるように、ＵＥ１１５または基地
局１０５によって実行される技法の態様を表し得る。図７はまた、さらに低減されたスロ
ットＴＴＩ　ＨＡＲＱ　ＲＴＴを持つ、１ｍｓ　ＴＴＩに関連付けられたＨＡＲＱタイミ
ングおよびＲＴＴを例示する。この例では、スロットＴＴＩ送信は、３ｍｓのＨＡＲＱ　
ＲＴＴを提供し得る。
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【００６６】
　[79]図７の、例では、基地局１０５－ｄは、ＤＬ送信７０５を送信し、ＵＥ１１５－ｄ
は、ＵＬ送信７１０を送信し得る。ＤＬ送信７０５およびＵＬ送信７１０は、１ｍｓ　Ｔ
ＴＩ送信およびスロットＴＴＩ送信の両方を含み得る。この例では、サブフレーム０は、
スロット０およびスロット１を含み得、それらは、スロット０において第１のスロット送
信７１５を含み、スロット１において第２のスロット送信７２０を含み得る、ＱＰＤＳＣ
Ｈ　ＤＬ送信７２５を含み得る。ＤＬ送信７０５は、１ｍｓ　ＴＴＩを使用し得るＰＤＳ
ＣＨ送信７３０を含み得る。上で示されるように、ＵＥ１１５－ｄは、ＱＰＤＳＣＨ送信
７２５を受信し、ＨＡＲＱフィードバックを提供し得る。この例では、ＱＰＵＣＣＨ　Ａ
ＣＫ／ＮＡＣＫ送信７３５は、関連するＱＰＤＳＣＨ送信７２５の後の２つのスロットま
たは２つのスロットギャップで、ＵＥ１１５－ｄによって送信され得る。基地局１０５－
ｄは、ＱＰＵＣＣＨ　ＡＣＫ／ＮＡＣＫ送信７３５を受信し、必要とする場合、ＮＡＣＫ
フィードバックを有するデータのＱＰＤＳＣＨ送信７４０を送信し得る。スロットＴＴＩ
長さが０．５ｍｓであるので、この例のＬＬ　ＨＡＲＱ　ＲＴＴ７４５は、３ｍｓである
。図５に関して議論されたのと同様に、１ｍｓ　ＴＴＩ　ＰＤＳＣＨ送信７３０は、レガ
シーＬＴＥ　ＨＡＲＱタイムラインに従ってＰＵＣＣＨ　ＡＫＣ／ＮＡＣＫフィードバッ
ク７５０を提供し得るＵＥ１１５－ｄで受信され得る。基地局１０５－ｄは、ＰＵＣＣＨ
　ＡＣＫ／ＮＡＣＫフィードバック７５０を受信し、必要とする場合、、ＮＡＣＫフィー
ドバックを有するデータのＰＤＳＣＨＨ送信７５５を送信し得、したがって、レガシータ
イムラインに従って８ｍｓのＨＡＲＱ　ＲＴＴ７６０を提供する。このようなＨＡＲＱタ
イムラインは、ＵＥ１１５－ｄおよび基地局１０５－ｄでの処理のためのより多くの緩や
かな要求を提供し、いくつかの例では、ＵＥは、ＵＥの能力に基づいてこのようなＨＡＲ
Ｑ　ＲＴＴのために構成され得る。
【００６７】
　[80]さらなる例では、１ｍｓ　ＴＴＩ送信のためのＨＡＲＱ　ＲＴＴはまた、修正され
得る。たとえば、スロットＴＴＩ送信は、低減されたＨＡＲＱ　ＲＴＴで構成され得、１
ｍｓ　ＴＴＩ送信はまた、低減されたＨＡＲＱ　ＲＴＴで構成され得る。図８は、複数の
ＴＴＩおよび関連する制御チャネルシグナリングをサポートするＵＬおよびＤＬ送信８０
０のこのような例を例示する。いくつかの場合では、方法８００は、図１－図２を参照し
て説明されるように、ＵＥ１１５または基地局１０５によって実行される技法の態様を表
し得る。図８はまた、さらに低減されたスロットＴＴＩ　ＨＡＲＱ　ＲＴＴを持つ、１ｍ
ｓ　ＴＴＩに関連付けられた低減されたＨＡＲＱタイミングおよびＲＴＴを例示する。こ
の例では、スロットＴＴＩ送信および１ｍｓ　ＴＴＩ送信の両方は、１つのみのＴＴＩだ
け離れているＤＬ送信およびＡＣＫ／ＮＡＣＫフィードバックを持ち、１つのＴＴＩだけ
離れているＡＣＫ／ＮＡＣＫフィードバックおよび再送信の受信を持つＨＡＲＱフィード
バックの送信を提供し得る。したがって、このような例では、スロットＴＴＩ送信は、２
ｍｓのＨＡＲＱ　ＲＴＴで提供され、１ｍｓ　ＴＴＩ送信は、４ｍｓのＨＡＲＱ　ＲＴＴ
で提供され得る。
【００６８】
　[81]図８の、例では、基地局１０５－ｄは、ＤＬ送信８０５を送信し、ＵＥ１１５－ｅ
は、ＵＬ送信８１０を送信し得る。ＤＬ送信８０５およびＵＬ送信８１０は、１ｍｓ　Ｔ
ＴＩ送信およびスロットＴＴＩ送信の両方を含み得る。この例では、サブフレーム０は、
スロット０およびスロット１を含み得、それらは、スロット０において第１のスロット送
信８１５を含み、スロット１において第２のスロット送信８２０を含み得る、ＱＰＤＳＣ
Ｈ　ＤＬ送信８２５を含み得る。ＤＬ送信８０５は、１ｍｓ　ＴＴＩを使用し得るＰＤＳ
ＣＨ送信８３０を含み得る。上で示されるように、ＵＥ１１５－ｅは、ＱＰＤＳＣＨ送信
８２５を受信し、ＨＡＲＱフィードバックを提供し得る。この例では、ＱＰＵＣＣＨ　Ａ
ＣＫ／ＮＡＣＫ送信８３５は、関連するＱＰＤＳＣＨ送信８２５の後の１つのスロットま
たは１つのスロットギャップで、ＵＥ１１５－ｅによって送信され得る。基地局１０５－
ｅは、ＱＰＵＣＣＨ　ＡＣＫ／ＮＡＣＫ送信８３５を受信し、必要とする場合、ＮＡＣＫ
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フィードバックを有するデータのＱＰＤＳＣＨ送信８４０を送信し得る。スロットＴＴＩ
長さが０．５ｍｓであるので、この例のＬＬ　ＨＡＲＱ　ＲＴＴ８４５は、２ｍｓである
。さらに、この例では、１ｍｓ　ＴＴＩ　ＰＤＳＣＨ送信８３０は、関連したＰＤＳＣＨ
送信８３０の後の１つのＴＴＩまたは１つのサブフレームギャップでＰＵＣＣＵ　ＡＣＫ
／ＮＡＣＫフィードバック８５０を提供し得るＵＥ１１５－ｅで受信され得る。基地局１
０５－ｅは、ＰＵＣＣＨ　ＡＣＫ／ＮＡＣＫ送信８５０を受信し、必要とする場合、ＰＵ
ＣＣＨ　ＡＣＫ／ＮＡＣＫ送信８５０に続く１つのサブフレーム、１つのＴＴＩ、または
ＮＡＣＫフィードバックを有するデータのＰＤＳＣＨ再送信８５５を送信し得、したがっ
て４ｍｓのＨＡＲＱ　ＲＴＴ８６０を提供する。このようなＨＡＲＱタイムラインは、１
ｍｓおよびスロットＴＴＩ送信の両方のためのより低いレイテンシを提供し得る。
【００６９】
　[82]いくつかの例では、単一のＤＬ　ＨＡＲＱタイムラインは、スロットレベルＴＴＩ
のために構成され得、それは、レイテンシ要求、ＵＥ能力、および同様のものに基づいて
選択され得る。対応するレガシーＰＤＳＣＨタイムラインはまだ、レガシー（８ｍｓ）ま
たは低減されたもの（たとえば、４ｍｓ）であり得、それは、ＵＥ基準毎に構成可能であ
る。いくつかの例では、修正された１ｍｓ　ＴＴＩ　ＨＡＲＱタイムラインは、ＵＥ固有
探索空間からスケジュールされたＰＤＳＣＨ送信の間にインプリメントされ得る。他の例
では、複数のＤＬ　ＨＡＲＱタイムラインは、複数の異なるＵＥのために構成され、特定
のＨＡＲＱタイムラインは、ＵＥ能力、動作条件、チャネル条件、トラフィック条件、ま
たはこれらの任意の組み合わせに基づき得る。たとえば、２ｍｓ　ＲＴＴおよび４ｍｓ　
ＲＴＴのような、２つのスロットＴＴＩ　ＨＡＲＱタイムラインが利用可能である場合、
ＵＥは、基地局にその能力を示し得る。ＵＥが４ｍｓ　ＲＴＴ能力を示す場合、基地局は
、４ｍｓ　ＲＴＴについてそのＵＥを構成し得る。スロットレベルＴＴＩについての２ｍ
ｓ　ＲＴＴについての能力を示すＵＥについて、ＵＥは、スロットＴＴＩについて４ｍｓ
または２ｍｓの何れかを使用するように基地局によって構成されることができる。いくつ
かの例では、ＵＥはスロットレベルＴＴＩについての２ｍｓ　ＲＴＴが構成される場合、
４ｍｓ　ＲＴＴまたは８ｍｓ　ＲＴＴが１－ｍｓベースのＴＴＩのために使用されるよう
にさらに構成されることができる。
【００７０】
　[83]上で議論されるように、基地局（たとえば、図１－図８の基地局１０５）は、ダウ
ンリンク制御チャネルを使用してスロットＴＴＩ送信および１ｍｓ　ＴＴＩについての制
御情報を送信し得る。上でさらに示されるように、ＵＥは、制御情報を識別するために探
索空間にわたってブラインド復号を実行し得る。いくつかの例では、ＱＰＤＣＣＨまたは
ＱｅＰＤＣＣＨ送信のためのブラインド復号は、ＵＥにスロットＴＴＩ制御情報について
の信頼性のある復号することを提供するように構成され得る。いくつかの例では、スロッ
トＴＴＩタイムラインに基づく比較的高い処理要求により、フォルスアラームを無視する
ように全くまたはほとんどプルーニング（ｐｒｕｎｉｎｇ）しないことを要求する、ＤＣ
Ｉ情報およびフォーマットのブラインド復号が提供され得る。レガシーＰＤＣＣＨでは、
たとえば、ＵＥは、ＣＣごとに４４個までのブラインド復号（ｗ／ｏ　ＵＬ　ＭＩＭＯ）
または６０個までのブラインド復号（ｗ／ＵＬ　ＭＩＭＯ）を実行し得る。加えて、ＵＥ
のために構成される３２個までのＣＣを持つｅＣＡの例について、タイムライン内でブラ
インド復号を実行するためのＵＥ能力を考慮すると、ＵＥのための復号候補は、低減され
ることができ、ＵＥベースごとに構成されるより高いレイヤ。いくつかの例では、スロッ
トＴＴＩ制御チャネルは、復号候補の制限されたセット、制限された可能なＤＣＩサイズ
、または任意のこれらの組み合わせで提供され得る。たとえば、スロットＴＴＩは、アグ
リゲーションレベルの制限されたセットおよび各アグリゲーションレベルについての復号
候補の制限された数を有するように構成され得る。復号候補は、いくつかの例では、各Ｃ
ＣについてのＵＥベースで構成され得る。たとえば、ＵＥは、復号候補のセットおよびＤ
ＣＩフォーマットに対する制約（たとえば、スロット毎および１つのみのＤＣＩフォーマ
ットに６個の復号候補未満）で構成され得る。
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【００７１】
　[84]いくつかの例では、ＵＥは、復号候補のＨＡＲＱ　ＲＴＴ依存の制約で構成され得
る。たとえば、ＵＥが４ｍｓ　ＨＡＲＱ　ＲＴＴで１ｍｓ　ＴＴＩ送信を有するように構
成される場合、ブラインド復号の数は、元の４４／６６個のブラインド復号から低減され
、スロットＴＴＩ送信について、２ｍｓ　ＨＡＲＱ　ＲＴＴおよび４ｍｓ　ＨＡＲＱ　Ｒ
ＴＴのための復号候補の制約を分離し得る。更なる例では、基地局は、スロットレベルＴ
ＴＩがＵＥのために構成されるとき、１－ｍｓ　ＴＴＩ送信（ＰＤＣＣＨまたはｅＰＤＣ
ＣＨ）のために制約されたブラインド復号候補を構成し得る。たとえば、ＣＣがスロット
ＴＴＩ無しで構成される場合、ＵＥは、ＰＤＣＣＨ／ｅＰＤＣＣＨについての４４／６０
個までのブラインド復号を実行するように構成されるが、スロットＴＴＩが構成される場
合、ＵＥは、ＣＣのためのサブフレームにおけるＰＤＣＣＨ／ｅＰＤＣＣＨについての３
２／４８個までのブラインド復号、そして、ＣＣのためのサブフレームの各スロットにお
けるＱＰＤＣＣＨ／ＱｅＰＤＣＣＨについての６個までのブラインド復号を実行するよう
に構成され、このようにして、同じレベルでのブラインド復号の合計を維持する。別の例
では、レガシーＴＴＩ　ＤＣＩは、共通探索空間においてのみモニタされる一方、ＵＥ固
有探索空間は、スロットＴＴＩベースのＤＣＩのみを搬送し得る。
【００７２】
　[85]上で議論したように、いくつかの例では、１ｍｓ　ＴＴＩ制御情報およびスロット
ＴＴＩ制御情報についての探索空間は、受信した制御情報についての探索空間をＵＥに提
供するように構成され得る。レガシーＰＤＣＣＨ／ｅＰＤＣＣＨ送信について、探索空間
は、ＵＥのＣ－ＲＮＴＩ、ランダムシード、および合計制御空間サイズによって導出され
、アグリゲーションレベルの関数でもあり得る。いくつかの例では、スロットＴＴＩ制御
情報は、ＱＰＤＣＣＨ／ＱＥＰＤＣＨ送信のための類似の同じメカニズムに従い得る。あ
る例では、ＱＰＤＣＣＨおよびＰＤＣＣＨは、ＱＰＤＣＣＨについての探索空間がＰＤＣ
ＣＨについての識別された探索空間に基づいて決定される、相関のある探索空間を有し得
る。いくつかの例では、ＱＰＤＣＣＨについての復号候補は、ＰＤＣＣＨについての復号
候補のサブセットであり得る。いくつかの例では、ＰＤＣＣＨについての元の探索空間は
、１つが１－ｍｓ　ＴＴＩのためであり、１つがスロットＴＴＩのためである、２つの部
分に分かれることができる。サンプルの収集がＱＰＤＣＣＨおよびＰＤＣＣＨの両方につ
いての復号のために使用されるので、ＱＰＤＣＣＨおよびＰＤＣＣＨについてこのような
相関のある探索空間を有することは、ＵＥでの複雑性を低減するのに役立ち得る。従って
、ＰＤＣＣＨのために定義された探索空間は、ＰＤＣＣＨおよびＱＰＤＣＣＨの両方のた
めに使用されることができるが、可能性のある異なるＤＣＩサイズおよび／またはフォー
マットを含む、ＰＤＣＣＨおよびＱＰＤＣＣＨのためにモニタする候補のセットの異なる
制約が定義されることができる。他の例では、分離探索空間は、ＰＤＣＣＨ探索空間に関
連付けられたＱＰＤＣＣＨ探索空間オフセットを有することによるような、ＱＰＤＣＣＨ
およびＰＤＣＣＨのために構成され得る、または分離無線ネットワーク一時（ＲＮＴＩ）
および／または異なるランダムシードによって生成され得る。探索空間のこのような相関
は、スロット１中にレガシーＰＤＣＣＨ探索空間がないので、スロット０送信について可
能であるがスロット１送信について可能でない。したがって、スロット１について、図９
を参照して以下でさらに詳細に議論されることになるように、ＱＰＤＣＣＨ探索空間は、
ＰＤＣＣＨの探索空間と異なり得る。探索空間の相関がまた、ｅＰＤＣＣＨおよびＱｅＰ
ＤＣＣＨに適用可能であることに留意されるべきである。
【００７３】
　[86]前述のように、いくつかの例では、単一のＤＣＩフォーマットは、リンク（ＤＬま
たはＵＬ）毎に構成され得る。たとえば、ＵＥは、１ｍｓ　ＴＴＩのためにＤＣＩフォー
マット１Ａをモニタし、スロットＴＴＩのためにモード依存ＤＣＩフォーマットをモニタ
するように構成され得る。いくつかの例では、分離ＤＣＩフォーマットは、スロットＴＴ
Ｉ制御情報についてに提供され得る。リソース割り振りサイズが（たとえば、２０ＭＨｚ
システムにおいて）類似し得るので、スロットＴＴＩについてのＤＣＩサイズは、レガシ
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ー制御チャネルのそれより小さくなり得る。たとえば、連続的なリソース割り振りについ
て、レガシーＤＣＩフォーマット１Ａリソース割り振りサイズは、ｌｏｇ２（（１００＋
１）＊１００／２）であり得、それは、１３ビットである。スロットＴＴＩが２－ＲＢリ
ソース割り振り粒度で構成される場合、リソース割り振りサイズは、ｌｏｇ２（（５０＋
１）／５０）であり得、それは、１１ビットである（１ｍｓ　ＴＴＩより２ビットすくな
い）。ビットマップベースのリソース割り振りについて、レガシーリソース割り振りは、
２５ビットを必要とし（各ビットが４ＲＢのＲＢグループ（ＲＢＧ）を示す）、新規ＲＢ
グループが８ＲＢである場合、スロットＴＴＩについて、このようなリソース割り振りは
、１３ビットであり、これは、１２ビット削減に帰着する。いくつかの例では、スロット
ＴＴＩのためのＲＢＧサイズはまた、構成可能にまたは同的に示され得る。さらなるＤＣ
Ｉサイズ削減は、スロットＴＴＩ　ＤＣＩにおける送信電力制御（ＴＰＣ）を使用しない
ことと、電力制御のためにレガシーＤＣＩを信頼することとによってもたらされ、それは
、スロットＴＴＩ　ＤＣＩにおける２つより少ないビットに帰着し得る。加えて、レガシ
ーＤＣＩにおける５ビットＭＣＳは、いくつかの例では、３ビットＭＣＳに低減され得る
。このような例では、３ビットは、異なるＭＣＳ値にマップされ、ＵＥ毎に明確に構成さ
れ、このようなマッピングは、（たとえば、無線リソース制御（ＲＲＣ）シグナリングま
たはＳＩＢを介して）周期的に更新され得る。さらに、レガシーＤＣＩの２ビット冗長バ
ージョンは、１ビットに対して除外または低減され、２ｍｓ　ＨＡＲＱ　ＲＴＴで構成さ
れる場合、（レガシー３ビットと対比して）２ビットＨＡＲＱプロセスＩＤのみが必要と
される。したがって、スロットＴＴＩについてのＤＣＩは、レガシー１ｍ　ＴＴＩのＤＣ
Ｉサイズから低減され得る。
【００７４】
　[87]いくつかの例では、同じＤＣＩサイズは、追加または異なる情報を提供するために
、再解釈された（ｒｅ－ｉｎｔｅｒｐｒｅｔｅｄ）１ｍｓ　情報フィールドのうちのいく
つかで、１－ｍｓ　ＴＴＩおよびスロットＴＴＩ制御情報の両方のために使用され得る。
このような場合では、ＤＣＩが１－ｍｓ　ＴＴＩをスケジュールするかスロットＴＴＩを
スケジュールするかの区別は、探索空間（たとえば、共通探索空間におけるＤＣＩが１－
ｍｓ　ＴＴＩのためである一方、ＵＥ固有探索空間におけるＤＣＩがスロットＴＴＩのた
めのものである）、ＤＣＩにおけるインジケーション、またはこれらの任意の組み合わせ
に基づくことができる。１つの例では、スロットＴＴＩ　ＤＣＩフォーマットは、スロッ
トＴＴＩまたは１－ｍｓ　ＴＴＩで各々、スロット０、スロット１、あるいはスロット０
とスロット１とをスケジューリングするインジケーションを含み得る。更なる例では、ス
ロットＴＴＩ　ＤＣＩは、（１ｍｓ　ＴＴＩ　ＤＣＩのための１６ビットＣＲＣの代わり
に）２４ビットＣＲＣを使用し得る。上で議論したように、このような増加したＣＲＣサ
イズは、スロットＴＴＩ　ＤＣＩのためのより小さいビットによって適合され、フォルス
アラーム可能性を低減するようにプルーニングを実行するために、ＵＥのために必要なも
のを低減または除外し得る。
【００７５】
　[88]上述したように、第２のスロットにおけるＱＰＤＣＣＨは、第１のスロットにおけ
るＱＰＤＣＣＨより離れて構成され得る。第２のスロット中にレガシー制御がなく、レガ
シーＰＤＳＣＨがこのスロットを利用するので、様々な例では、第２のスロットにおける
ＱＰＤＣＣＨは、レガシーＰＤＳＣＨと共存するように構成される。たとえば、ＰＢＣＨ
は、あらゆるフレームのサブフレーム０中の第２のスロットの１番目から４番目のシンボ
ルの中央６ＲＢ中に存在し得る。さらに、セル固有基準信号（ＣＲＳ）は、マルチキャス
ト－ブロードキャスト単一周波数ネットワーク（ＮＢＳＦＮ：multicast-broadcast sing
le-frequency network）サブフレームの第２のスロットのデータ領域中にのみ存在し得、
したがって、ＣＲＣベースのＱＰＤＣＣＨを、サポートするのをより困難なものにする。
いくつかの例では、第１のスロット中のＰＤＣＣＨまたはＱＰＤＣＣＨにあるような全体
のシステム帯域幅にわたって第２のスロット探索空間を定義することに代わって、第２の
スロット中のＱＰＤＣＣＨ探索空間は、基地局によって構成されるＲＢのセットに基づい
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て定義され得る。このようなＲＢは、ＰＢＣＨと衝突するまたは衝突し得ず、時分割多重
（ＴＤＤ）の場合ではサブフレーム０および５の最後のシンボル中のＳＳＳと衝突するま
たは衝突し得ない。復号候補がＰＢＣＨまたはＳＳＳと衝突するイベントでは、候補は、
モニタするために除外され得る。このような構成は、１つのＲＢまたはＲＢＧ粒度を持つ
ビットマップに基づき得る。
【００７６】
　[89]いくつかの例では、ＲＢの１つまたは複数のセットは、ｅＰＤＣＣＨと同様の手法
で、第２のスロット中のＱＰＵＣＣＨのために構成され得る。たとえば、ＲＢの２つまで
のセットは、ＵＥのために構成され、ここで、各セットは、ＵＥによってモニタされる探
索空間を自己包含（self-contain）し得る。いくつかの例では、ＲＥＧベースのソリュー
ションは、レガシーＰＤＣＣＨに関しては同様の手法で、使用され得る。いくつかの例で
は、２つのモードがサポートされ、１つは、ＣＣＥが可能性があるものと同程度に異なる
ＲＢのＲＥＧにマップされ、それは、改善されたロバスト性および周波数ダイバーシティ
を提供し得る。他のモードは、ローカライズモードであり得、ＣＣＥは、可能性があるも
のと同程度のＲＢのより少ない数のＲＥＧにマップされ、それは、ＱＰＤＳＣＨおよびＰ
ＤＳＣＨとより効率的に多重化することを提供し得る。ＱＰＤＣＣＨのための制御情報リ
ソース（たとえば、シンボルの数）の時間スパンは、いくつかの例（たとえば、１シンボ
ルのみ、シンボル０）では、事前定義され、動的に示されるまたは構成されたレイヤ３で
あり得る（たとえばシンボル０のみ、シンボル０＋シンボル１、等）。さらに、いくつか
の場合では、制御情報の時間スパンは、ＲＢの２つ以上のセットが構成されるとき、ＲＢ
の異なるセットについて異なり得る。追加または代替として、時間スパンは、ＨＡＲＱ　
ＲＴＴと結ばれ得る。たとえば、２ｍｓ　ＲＴＴが構成される場合、時間スパンは、最初
の３つのシンボル未満に限定されるが、４ｍｓ　ＲＴＴが構成される場合、時間スパンは
、７シンボルまたは全スロットまでになり得る。
【００７７】
　[90]上の様々な例がＰＤＣＣＨおよびＱＰＤＣＣＨ（またはｅＰＤＣＣＨ／ＱｅＰＤＣ
ＣＨ）に向けられる一方、他の制御チャネルはまた、スロットＴＴＩ中の第２のスロット
において存在し得る。たとえば、ＰＣＦＩＣＨは、いくつかの例における第２のスロット
中にある一方、他の例では、第２のスロット中に存在し得ない。ＰＣＦＩＣＨが第２のス
ロット中にある場合の例では、第１のスロット中にＰＣＦＩＣＨのそれとして同じメカニ
ズムを使用し得る。いくつかの例では、第２のスロット中のＰＣＦＩＣＨのために構成さ
れるＲＢは、全体のシステム帯域幅に基づく代わりにＲＣＣ構成に基づき得る（たとえば
、ＰＣＦＩＣＨロケーションは、ＱＰＤＣＣＨのために構成されたＲＢのセットに基づい
て暗黙的に導出されることができる）。ある例では、ＱＰＤＣＣＨの２つのセットは、Ｕ
Ｅで構成され、各セットは、それ自身のＰＣＦＩＣＨを有し得る。いくつかの例は、第１
のスロットおよび第２のスロットの両方中でレガシーＰＣＦＩＣＨを利用し、スロットの
各々中の制御領域は、同じであり得る。いくつかの場合では、基地局は、（たとえば制御
のためのシンボルの数）制御領域サイズの良いアラインメントを提供するために第１のス
ロットおよび第２のスロットにおいて１－ｍｓ　ＴＴＩ　ＵＥＳおよびスロットＴＴＩ　
ＵＥｓのための制御チャネルを平衡させ得る。いくつかの例では、ＰＨＩＣＨは、第１の
スロット中に存在し得るが第２のスロット中に存在し得ず、それは、スロットＴＴＩ通信
のための非同期ＵＬ　ＨＡＲＱを可能にさせ得る。
【００７８】
　[91]図９は、複数のＴＴＩ長さを持つ制御チャネルシグナリングのためのサブフレーム
９００の例を例示する。いくつかの場合では、サブフレーム９００は、図１－図８を参照
して説明されるように、ＵＥ１１５または基地局１０５によって実行される技法の態様を
表し得る。図９の例では、ＱＰＤＳＣＨリソースで多重化することは、スロットに依存す
る、純粋な時分割多重（ＴＦＭ）またはＴＦＭ／ＦＤＭを含み得る。
【００７９】
　[92]図９において示されるように、サブフレーム９００は、第１のスロット９０５およ
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び第２のスロット９１０を含み得る。第１のスロット９０５は、第１のスロット９０５の
第１のシンボル９３５中に位置付けられる９１５においてＱＰＤＣＣＨ送信によって占有
されるＲＢを含み得る。第１のスロット９０５では、第１のシンボル９３５は、制御情報
のみを含み得、第１のスロット中のＰＤＳＣＨ送信９２０によって占有されるＲＢは、第
１のスロットの第１のシンボル９３５の後にのみ位置し得る。したがって、第１のスロッ
ト９０５中の制御情報は、第１のスロット９０５中の共有チャネルデータと純粋（purely
）ＴＤＭ関係にあり得る。第２のスロット９１０では、ＱＰＤＣＣＨ送信９２５によって
占有されるＲＢは、第２のスロット９１０の第１のシンボル９４０中に位置し、ＱＰＤＳ
ＣＨ送信９３０によって占有されるＲＢは、このシンボルにおけるＱＰＤＣＣＨとＦＤＭ
関係にあり得る。したがって、ＱＰＤＣＣＨ送信９２５によって占有されるＲＢは、ＴＤ
ＭとＦＤＭの両方を使用してＱＰＤＳＣＨ送信９３０によって占有されるＲＢで多重化さ
れ得る。このような多重化スキームは、ＱＰＤＳＣＨが異なるＲＢ中で異なる開始シンボ
ルを有し得ることを暗示し得る。いくつかの場合では、第２のスロット９１０におけるＱ
ＰＤＣＣＨ探索空間の一部分として構成されるＲＢの一部分でないＲＢについて、ＱＰＤ
ＳＣＨは、第２のスロット９１０の第１のシンボル９４０からいつも開始することができ
る。他の場合では、対応するＱＰＤＣＣＨによって占有されるＲＢについて、ＱＰＤＳＣ
Ｈは、対応するＱＰＤＣＣＨの最後のシンボルの後すぐのシンボルにおいて開始すること
ができる。さらなる場合では、対応するＱＰＤＣＣＨによって占有されていないＲＢであ
るが、第２のスロットにおけるＱＰＤＣＣＨ探索空間のために構成されるＲＢの一部であ
るＲＢについて、開始シンボルは、他の場合のいずれかに従うことができ、いくつかの例
では、基地局は、ＱＰＤＳＣＨが第２のスロット９１０の第１のシンボル９４０からまた
は構成されたＱＰＵＣＣＨ探索空間の最後のシンボルの後から開始することができる。別
の例では、ＱＰＤＳＣＨについてのＲＢのための開始シンボルはまた、より高いレイヤに
よって構成され得る。ＲＢの第１のグループが第１の開始シンボルで構成される一方、Ｒ
Ｂの第２のグループが第２の開始シンボルで構成されることが可能なことに留意されたい
。開始シンボルの管理はまた、ＱｅＰＤＣＣＨに適用可能であり得る。たとえば、ＱｅＰ
ＤＣＣＨリソースの２つのセットが構成され、各セットは、基地局によってそれぞれ構成
された開始シンボルにさらに関連付けられ得る。
【００８０】
　[93]図１０は、本開示の様々な態様にしたがって、複数のＴＴＩ長さを持つ制御チャネ
ルシグナリングのための処理フロー１０００の例を例示する。処理フロー１０００は、図
１－図９を参照して説明された対応するデバイスの例である、基地局１０５－ｆおよびＵ
Ｅ１１５－ｆを含み得る。
【００８１】
　[94]ブロック１００５で、基地局１０５－ｆは、ＴＴＩと各ＴＴＩについての探索空間
とを構成し得る。基地局１０５－ｆは、たとえば、ＵＥ１１５－ｆのための１ｍｓ　ＴＴ
ＩおよびスロットＴＴＩの両方を構成し、１ｍｓ　ＴＴＩについての探索空間に関連付け
られるスロットＴＴＩの制御情報についての探索空間を構成し得る。基地局１０５－ｆは
、ＵＥ１１５－ｆに構成情報１０１０を送信し得る。ＵＥ１１５－ｆは、ブロック１０１
５で、１ｍｓ　ＴＴＩおよびスロットＴＴＩのような第１および第２のＴＴＩを識別し得
る。ＵＥ１１５－ｆは、ブロック１０２０で、その後、第１のＴＴＩに関連付けられた第
１の探索空間（たとえば、１ｍｓ　ＴＴＩについての探索空間）を識別し得る。ブロック
１０２５で、ＵＥ１１５－ｆは、いくつかの例では、第１の探索空間に少なくとも部分的
に基づいて決定され得る第２の探索空間を決定し得る。
【００８２】
　[95]ブロック１０３０で、基地局１０５－ｆは、第１のＴＴＩおよび第２のＴＴＩに従
ってダウンリンク送信をフォーマットし、ダウンリンク送信１０３５を送信し得る。ＵＥ
は、ＤＬ送信のための第１の探索空間および／または第２の探索空間をモニタし得、ブロ
ック１０４０で、ＵＥ１１５－ｆは、異なるＴＴＩ送信に関連付けられた制御情報につい
ての第１および第２の探索空間をブラインド復号し得る。各ＴＴＩの送信のための復号さ
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れた制御情報に基づいて、ＵＥ１１５－ｆは、ブロック１０４５で、共有チャネル送信を
復号し得る。オプションのブロック１０５０で、ＵＥ１１５－ｆは、図５－図８を参照し
て上で議論したような手法で、共有チャネル送信に関連付けられたＨＡＲＱフィードバッ
クを決定し、基地局１０５－ｆにＨＡＲＱフィードバック１０５５を送信し得る。
【００８３】
　[96]図１１は、本開示の様々な態様にしたがって、複数のＴＴＩ長さを持つ制御チャネ
ルシグナリングをサポートするワイヤレスデバイス１１００のブロック図を示す。ワイヤ
レスデバイス１１００は、図１および２を参照して説明されたＵＥ１１５の態様の例であ
りうる。ワイヤレスデバイス１１００は、受信機１１０５、制御情報マネージャ１１１０
、および送信機１１１５を含み得る。ワイヤレスデバイス１１００はまた、プロセッサを
含み得る。これらのコンポーネントの各々は、互いと通信中であり得る。
【００８４】
　[97]受信機１１０５は、様々な情報チャネル（例えば、制御チャネル、データチャネル
、および複数のＴＴＩ長さをもつ制御チャネルシグナリングに関連する情報、等）に関連
付けられた制御情報、ユーザデータ、またはパケットのような情報を受信し得る。情報は
、デバイスの他のコンポーネントに伝えられ得る。受信機１１０５は、図１４を参照して
説明されるトランシーバ１４２５の態様の例であり得る。
【００８５】
　[98]制御情報マネージャ１１１０は、２つ以上のシンボル期間を含む第１の持続時間を
持つ第１の送信時間間隔（ＴＴＩ）と第１の持続時間より短い第２の持続時間を持つ第２
のＴＴＩとを識別し、第１のＴＴＩに関連付けられた第１の制御情報についてモニタする
ための第１の探索空間を識別し、第１の探索空間に少なくとも部分的に基づいて、第２の
ＴＴＩに関連付けられた第２の制御情報についてモニタするための第２の探索空間を決定
し、第１の制御情報についての第１の探索空間または第２の制御情報についての第２のも
ののうちの少なくとも１つをモニタし得る。制御情報マネージャ１１１０はまた、図１４
を参照して説明される制御情報マネージャ１４０５の態様の例でありうる。
【００８６】
　[99]送信機１１１５は、ワイヤレスデバイス１１００の他のコンポーネントから受信さ
れた信号を送信し得る。いくつかの例では、送信機１１１５は、トランシーバモジュール
中で受信機とコロケートされ得る。例えば、送信機１１１５は、図１４を参照して説明さ
れるトランシーバ１４２５の態様の例であり得る。送信機１１１５は、単一のアンテナを
含み得るか、または、それは、複数のアンテナを含み得る。
【００８７】
　[100]図１２は、本開示の様々な態様にしたがって、複数のＴＴＩ長さを持つ制御チャ
ネルシグナリングをサポートするワイヤレスデバイス１２００のブロック図を示す。ワイ
ヤレスデバイス１２００は、図１、図２、および図１１を参照して説明されたワイヤレス
デバイス１１００またはＵＥ１１５の態様の例であり得る。ワイヤレスデバイス１２００
は、受信機１２０５、制御情報マネージャ１２１０、および送信機１２２５を含み得る。
ワイヤレスデバイス１２００はまた、プロセッサを含み得る。これらのコンポーネントの
各々は、互いと通信中であり得る。
【００８８】
　[101]受信機１２０５は、デバイスの他のコンポーネントに伝えられ得る情報を受信し
得る。受信機１２０５はまた、図１１の受信機１１０５を参照して説明された機能を実行
し得る。受信機１２０５は、図１４を参照して説明されるトランシーバ１４２５の態様の
例であり得る。
【００８９】
　[102]制御情報マネージャ１２１０は、図１１を参照して説明される制御情報マネージ
ャ１１１０の態様の例であり得る。制御情報マネージャ１２１０は、ＴＴＩ持続時間コン
ポーネント１２１５と探索空間コンポーネント１２２０とを含み得る。制御情報マネージ
ャ１２１０はまた、図１４を参照して説明される制御情報マネージャ１４０５の態様の例
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でありうる。
【００９０】
　[103]ＴＴＩ持続時間コンポーネント１２１５は、２つ以上のシンボル期間を備える第
１の持続時間を有する第１のＴＴＩと、第１の持続時間よりも短い第２の持続時間を有す
る第２のリソースセグメントを識別し得る。
【００９１】
　[104]探索空間コンポーネント１２２０は、第１のＴＴＩに関連付けられた第１の制御
情報についてモニタするための第１の探索空間を識別し、第１の探索空間に基づいて、第
２のＴＴＩに関連付けられた第２の制御情報についてモニタするための第２の探索空間を
決定し得る。いくつかの例では、第１および第２の探索空間は、サブフレームの第１のス
ロット中に位置し得、探索空間コンポーネントは、第２の制御情報の第２のサブセットに
ついてモニタするための第２のスロット中の第３の探索空間を決定し得る。
【００９２】
　[105]いくつかの場合では、第２の探索空間は、第１の探索空間のサブセットである。
いくつかの場合では、第２の探索空間を決定することは、第２のＵＥネットワーク識別子
またはランダムシードのうちの１つまたは複数に基づいて第２の探索空間を導出すること
を備える。いくつかの場合では、第１の制御情報は、第１のＤＣＩサイズおよび第１のＤ
ＣＩフォーマットを有する第１のＤＣＩを備え、第２の制御情報は、第２のＤＣＩサイズ
および第２のＤＣＩフォーマットを有する第２のＤＣＩを備え、第１のＤＣＩサイズと第
２のＤＣＩサイズあるいは第１のＤＣＩフォーマットと第２のＤＣＩフォーマットのうち
の１つまたは複数は、異なる。
【００９３】
　[106]いくつかの場合では、第１のＤＣＩサイズは、第２のＤＣＩサイズより大きい。
いくつかの場合では、第１のＤＣＩサイズおよび第２のＤＣＩサイズは、同じであり、第
２のＤＣＩのうちの１または複数のビットは、第１のＤＣＩ中の対応するビットと異なる
情報を提供する。いくつかの場合では、第１のＤＣＩは、ＣＲＣビットの第１の数を含み
、第２のＤＣＩは、ＣＲＣビットの第１の数より多いＣＲＣビットの第２の数を含む。い
くつかの場合では、第２の制御情報は、ワイヤレス送信サブフレームの第１のスロットに
おいて送信される第２の制御情報の第１のサブセットと、ワイヤレス送信サブフレームの
第２のスロットにおいて送信される第２の制御情報の第２のサブセットとを備える。
【００９４】
　[107]いくつかの場合では、ワイヤレス送信サブフレームの第１のスロットにおいて送
信される第１のサブセットは、第１のスロットにおける共有チャネルデータ送信で時分割
多重化される制御チャネル中で送信され、ワイヤレス送信サブフレームの第２のスロット
において送信される第２のサブセットは、第２のスロットにおける共有チャネルデータ送
信で時分割多重化および周波数分割多重化の両方が行われる第２の制御チャネル中で送信
される。いくつかの場合では、第３のは、制御情報送信のために構成される第２のスロッ
トのＲＢのセットに基づいて決定される。
【００９５】
　[108]いくつかの場合では、第１の探索空間および第２の探索空間は、第１のスロット
における送信のためのシステム帯域幅にわたって分配され、第３の探索空間は、システム
帯域幅のサブセットにわたって分配される。いくつかの場合では、第３の探索空間は、第
２の制御情報に関連付けられた送信モードに基づいて決定される。いくつかの場合では、
第２の制御情報の第２のサブセットは、ワイヤレス送信サブフレームの第２のスロットに
おいて送信されるＰＤＣＣＨ情報またはＰＣＦＩＣＨ情報のうちの１つまたは複数を備え
る。いくつかの場合では、第２の探索空間は、第１の探索空間のサブセットに関連付けら
れる。
【００９６】
　[109]送信機１２２５は、ワイヤレスデバイス１２００の他のコンポーネントから受信
された信号を送信し得る。いくつかの例では、送信機１２２５は、トランシーバモジュー
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ル中で受信機とコロケートされ得る。例えば、送信機１２２５は、図１４を参照して説明
されるトランシーバ１４２５の態様の例であり得る。送信機１２２５は、単一のアンテナ
を利用し得るか、またはそれは、複数のアンテナを利用し得る。
【００９７】
　[110]図１３は、ワイヤレスデバイス１１００またはワイヤレスデバイス１２００の対
応するコンポーネントの例であり得る制御情報マネージャ１３００のブロック図を示す。
すなわち、制御情報マネージャ１３００は、図１１および図１２を参照して説明された制
御情報マネージャ１１１０および制御情報マネージャ１２１０の態様の例であり得る。制
御情報マネージャ１３００はまた、図１４を参照して説明される制御情報マネージャ１４
０５の態様の例であり得る。
【００９８】
　[111]制御情報マネージャ１３００は、復号候補コンポーネント１３０５、探索空間コ
ンポーネント１３１０、ＴＴＩ持続時間コンポーネント１３１５、復号器１３２０、ＨＡ
ＲＱコンポーネント１３２５、および多重化コンポーネント１３３０を含み得る。これら
のモジュールの各々は、直接的にまたは間接的に、（例えば、１つまたは複数のバスを介
して）互いに通信し得る。
【００９９】
　[112]復号候補コンポーネント１３０５は、第１の探索空間中にあるとして復号候補の
第１のサブセットを識別し、第１および第２の探索空間において受信した送信をブライン
ド復号するためのブラインド復号候補のセットを識別し得る。ブラインド復号候補のセッ
トは、第２のＴＴＩ送信のためのアグリゲーションレベルの利用可能な数、第２の制御情
報についての利用可能なＤＣＩフォーマットのうちの１つまたは複数に基づき得る。いく
つかの例では、復号候補コンポーネント１３０５は、第２の制御情報に関連付けられたＨ
ＡＲＱフィードバックのためのＲＴＴに基づいて第２の探索空間において受信した送信を
ブラインド復号するためのブラインド復号候補のセットを識別し得る。
【０１００】
　[113]いくつかの場合では、第１の探索空間を識別することは、第１の制御情報および
第２の制御情報のアイデンティフィケーションおよび受信したワイヤレス送信の復号のた
めの復号候補のセットを導出することを備える。いくつかの場合では、第２の探索空間を
決定することは、第２の探索空間中であるような復号候補の第２のサブセットを識別する
ことを備える。いくつかの場合では、復号候補の第１のサブセットおよび復号候補の第２
のサブセットは、復号候補のセットの重複しないサブセットである。いくつかの場合では
、導出することは、ＵＥネットワーク識別子、ランダムシード、または制御情報の利用可
能な合計サイズのうちの１つまたは複数に基づく。いくつかの場合では、第１の探索空間
のための異なるブラインド復号候補のセットは、第２のＴＴＩを使用する送信が構成され
ないときより第２のＴＴＩを使用する送信が構成されるときに識別される。
【０１０１】
　[114]探索空間コンポーネント１３１０は、第２の制御情報の第２のサブセットについ
てモニタするための第２のスロット中の第３の探索空間を決定し、第１のＴＴＩに関連付
けられた第１の制御情報についてモニタするための第１の探索空間を識別し、第１の探索
空間に基づいて、第２のＴＴＩに関連付けられた第２の制御情報についてモニタするため
の第２の探索空間を決定し得る。
【０１０２】
　[115]ＴＴＩ持続時間コンポーネント１３１５は、２つ以上のシンボル期間を備える第
１の持続時間を有する第１のＴＴＩと、第１の持続時間よりも短い第２の持続時間を有す
る第２のリソースセグメントを識別し得る。
【０１０３】
　[116]復号器１３２０は、第１の制御情報についての第１の探索空間において受信した
ワイヤレス送信をブラインド復号し、第２の制御情報についての第２の探索空間において
受信したワイヤレス送信をブラインド復号し得る。
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【０１０４】
　[117]ＨＡＲＱコンポーネント１３２５は、第１の制御情報に関連付けられたＨＡＲＱ
フィードバックのための第１のＲＴＴを識別し、第２の制御情報に関連付けられたＨＡＲ
Ｑフィードバックのための第２のＲＴＴを識別する、ここで、第２のＲＴＴは、第１のＲ
ＴＴより短い。いくつかの場合では、第２のＲＴＴは、第２の制御情報を受信するＵＥの
能力に基づいて決定される。いくつかの場合では、第１のＲＴＴは、ＵＥの性能に基づい
てレガシーＲＴＴより短いＲＴＴまたはレガシーＲＴＴになるように決定される。
【０１０５】
　[118]多重化コンポーネント１３３０は、第２の制御情報のサブセットのシンボルロケ
ーションまたは構成された開始シンボルロケーションのうちの１つまたは複数に基づいて
第２のスロットにおいて共有データ送信のための開始シンボルを決定し、第３の探索空間
に基づいて第２のスロット中の共有データ送信のための開始シンボルを決定し得る。
【０１０６】
　[119]図１４は、本開示の様々な態様にしたがって、複数のＴＴＩ長さを持つ制御チャ
ネルシグナリングをサポートするデバイスを含むシステム１４００の図を示す。例えば、
システム１４００は、ＵＥ１１５－ｇを含み得、それは、図１乃至１３を参照して説明さ
れたワイヤレスデバイス１１００、ワイヤレスデバイス１２００、またはＵＥ１１５の例
であり得る。
【０１０７】
　[120]ＵＥ１１５－ｇはまた、制御情報マネージャ１４０５、メモリ１４１０、プロセ
ッサ１４２０、トランシーバ１４２５、アンテナ１４３０、およびＥＣＣモジュール１４
３５を含み得る。これらのモジュールの各々は、直接的にまたは間接的に、（例えば、１
つまたは複数のバスを介して）互いに通信し得る。制御情報マネージャ１４０５はまた、
図１１乃至図１３を参照して説明される制御情報マネージャ１４０５の態様の例であり得
る。
【０１０８】
　[121]メモリ１４１０は、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）および読取専用メモリ（
ＲＯＭ）を含み得る。メモリ１４１０は、実行されると、プロセッサに、（たとえば、複
数のＴＴＩ長さを持つ制御チャネルシグナリング、等）本明細書に説明された様々な機能
を実行することを行わせる命令を含むコンピュータ可読、コンピュータ実行可能ソフトウ
ェアを記憶し得る。いくつかの場合では、ソフトウェア１４１５は、プロセッサによって
直接実行可能ではないことがあり得るが、（例えば、コンパイルおよび実行されたときに
）コンピュータに、本明細書に説明された機能を実行することを行わせ得る。プロセッサ
１４２０は、インテリジェントハードウェアデバイス（例えば、セントラルプロセシング
ユニット（ＣＰＵ）、マイクロコントローラ、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）等）を
含み得る。
【０１０９】
　[122]トランシーバ１４２５は、上述されたように、１つまたは複数のアンテナ、また
はワイヤードあるいはワイヤレスリンクを介して、１つまたは複数のネットワークと双方
向に通信し得る。例えば、トランシーバ１４２５は、基地局１０５またはＵＥ１１５と双
方向に通信し得る。トランシーバ１４２５はまた、パケットを変調し、変調されたパケッ
トを送信のためにアンテナに提供し、アンテナから受信されたパケットを復調するための
モデムを含み得る。いくつかの場合では、ワイヤレスデバイスは、単一のアンテナ１４３
０を含み得る。しかしながら、いくつかの場合では、デバイスは、１つよりも多くのアン
テナ１４３０を有し得、それらは、複数のワイヤレス送信を同時に送信または受信するこ
とが可能であり得る。
【０１１０】
　[123]ＥＣＣモジュール１４３５は、共有または無免許スペクトルを使用する通信のよ
うなＥＣＣを使用すること、低減された長さＴＴＩあるいはサブフレーム持続時間を使用
すること、または多数のＣＣをしようすることを行う動作を可能にし得る。
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【０１１１】
　[124]図１５は、本開示の様々な態様にしたがって、複数のＴＴＩ長さを持つ制御チャ
ネルシグナリングのための方法フロー１５００を例示するフローチャートを示す。方法１
５００の動作は、図１および図２を参照して説明されたように、ＵＥ１１５のようなデバ
イスまたはそのコンポーネントによってインプリメントされ得る。例えば、方法１５００
の動作は、本明細書に説明された制御情報マネージャによって実行され得る。いくつかの
例では、ＵＥ１１５は、以下に説明される機能を実行するためのデバイスの機能的な要素
を制御するために、コードのセットを実行し得る。追加または代替として、ＵＥ１１５は
、特殊用途ハードウェアを使用して、以下に説明される機能の態様を遂行し得る。
【０１１２】
　[125]ブロック１５０５で、ＵＥ１１５は、図２乃至図１０を参照して上で説明された
ように、２つ以上のシンボル期間を備える第１の持続時間を有する第１のＴＴＩと、第１
の持続時間よりも短い第２の持続時間を有する第２のリソースセグメントを識別し得る。
ある例では、ブロック１５０５の動作は、図１２および図１３を参照して説明されたＴＴ
Ｉ持続時間コンポーネントによって実行され得る。
【０１１３】
　[126]ブロック１５１０で、ＵＥ１１５は、図２乃至図１０を参照して上述されたよう
に、第１のＴＴＩに関連付けられた第１の制御情報を決定し得る。ある例では、ブロック
１５１０の動作は、図１２および図１３を参照して説明された探索空間コンポーネントに
よって実行され得る。
【０１１４】
　[127]ブロック１５１５で、ＵＥ１１５は、図２乃至図１０を参照して上述されたよう
に、第１の探索空間に基づいて、第２のＴＴＩに関連付けられた第２の制御情報について
モニタするための第２の探索空間を決定し得る。ある例では、ブロック１５１５の動作は
、図１２および図１３を参照して説明された探索空間コンポーネントによって実行され得
る。ＵＥ１１５は、その後、図２乃至図１０を参照して上で議論されたように、第１の制
御情報についての第１の探索空間または第２の制御情報についての第２の探索空間のうち
の少なくとも１つをモニタし得る。
【０１１５】
　[128]図１６は、本開示の様々な態様にしたがって、複数のＴＴＩ長さを持つ制御チャ
ネルシグナリングのための方法フロー１６００を例示するフローチャートを示す。方法１
６００の動作は、図１および図２を参照して説明されたように、ＵＥ１１５のようなデバ
イスまたはそのコンポーネントによってインプリメントされ得る。例えば、方法１６００
の動作は、本明細書に説明された制御情報マネージャによって実行され得る。いくつかの
例では、ＵＥ１１５は、以下に説明される機能を実行するためのデバイスの機能的な要素
を制御するために、コードのセットを実行し得る。追加または代替として、ＵＥ１１５は
、特殊用途ハードウェアを使用して、以下に説明される機能の態様を実行し得る。
【０１１６】
　[129]ブロック１６０５で、ＵＥ１１５は、図２乃至図１０を参照して上で説明された
ように、２つ以上のシンボル期間を備える第１の持続時間を有する第１のＴＴＩと、第１
の持続時間よりも短い第２の持続時間を有する第２のリソースセグメントを識別し得る。
ある例では、ブロック１６０５の動作は、図１２および図１３を参照して説明されたＴＴ
Ｉ持続時間コンポーネントによって実行され得る。
【０１１７】
　[130]ブロック１６１０で、ＵＥ１１５は、図２乃至図１０を参照して上述されたよう
に、第１のＴＴＩに関連付けられた第１の制御情報を決定し得る。いくつかの場合では、
第１の探索空間を識別することは、第１の制御情報および第２の制御情報のアイデンティ
フィケーションおよび受信したワイヤレス送信の復号のための復号候補のセットを導出す
ることを備える。ある例では、ブロック１６１０の動作は、図１２および図１３を参照し
て説明された探索空間コンポーネントによって実行され得る。
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【０１１８】
　[131]ブロック１６１５で、ＵＥ１１５は、図２乃至図１０を参照して上述されたよう
に、第１の探索空間に基づいて、第２のＴＴＩに関連付けられた第２の制御情報について
モニタするための第２の探索空間を決定し得る。いくつかの場合では、第２の探索空間を
決定することは、第２の探索空間中であるような復号候補の第２のサブセットを識別する
ことを備える。ある例では、ブロック１６１５の動作は、図１２および図１３を参照して
説明された探索空間コンポーネントによって実行され得る。
【０１１９】
　[132]ブロック１６２０で、ＵＥ１１５は、図２乃至図１０を参照して上述されたよう
に、第１の探索空間であるとして復号候補の第１のサブセットを識別し得る。ある例では
、ブロック１６２０の動作は、図１２および図１３を参照して説明された復号候補コンポ
ーネントによって実行され得る。
【０１２０】
　[133]図１７は、本開示の様々な態様にしたがって、複数のＴＴＩ長さを持つ制御チャ
ネルシグナリングのための方法フロー１７００を例示するフローチャートを示す。方法１
７００の動作は、図１および図２を参照して説明されたように、ＵＥ１１５のようなデバ
イスまたはそのコンポーネントによってインプリメントされ得る。例えば、方法１７００
の動作は、本明細書に説明された制御情報マネージャによって実行され得る。いくつかの
例では、ＵＥ１１５は、以下に説明される機能を実行するためのデバイスの機能的な要素
を制御するために、コードのセットを実行し得る。追加または代替として、ＵＥ１１５は
、特殊用途ハードウェアを使用して、以下に説明される機能の態様を実行し得る。
【０１２１】
　[134]ブロック１７０５で、ＵＥ１１５は、図２乃至図１０を参照して上で説明された
ように、２つ以上のシンボル期間を備える第１の持続時間を有する第１のＴＴＩと、第１
の持続時間よりも短い第２の持続時間を有する第２のリソースセグメントを識別し得る。
ある例では、ブロック１７０５の動作は、図１２および図１３を参照して説明されたＴＴ
Ｉ持続時間コンポーネントによって実行され得る。
【０１２２】
　[135]ブロック１７１０で、ＵＥ１１５は、図２乃至図１０を参照して上述されたよう
に、第１のＴＴＩに関連付けられた第１の制御情報を決定し得る。ある例では、ブロック
１７１０の動作は、図１２および図１３を参照して説明された探索空間コンポーネントに
よって実行され得る。
【０１２３】
　[136]ブロック１７１５で、ＵＥ１１５は、図２乃至図１０を参照して上述されたよう
に、第１の探索空間に基づいて、第２のＴＴＩに関連付けられた第２の制御情報について
モニタするための第２の探索空間を決定し得る。ある例では、ブロック１７１５の動作は
、図１２および図１３を参照して説明された探索空間コンポーネントによって実行され得
る。
【０１２４】
　[137]ブロック１７２０で、ＵＥ１１５は、図２乃至図１０を参照して上述されたよう
に、第１の探索空間をモニタし、第１の制御情報についての第１の探索空間において受信
されたワイヤレス送信をブラインド復号し得る。ある例では、ブロック１７２０の動作は
、図１２および図１３を参照して説明されたように、復号器によって実行され得る。
【０１２５】
　[138]ブロック１７２５で、ＵＥ１１５は、図２乃至図１０を参照して上述されたよう
に、第２の探索空間をモニタし、第２の制御情報についての第２の探索空間において受信
されたワイヤレス送信をブラインド復号し得る。ある例では、ブロック１７２５の動作は
、図１２および図１３を参照して説明されたように、復号器によって実行され得る。
【０１２６】
　[139]図１８は、本開示の様々な態様にしたがって、複数のＴＴＩ長さを持つ制御チャ
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ネルシグナリングのための方法フロー１８００を例示するフローチャートを示す。方法１
８００の動作は、図１および図２を参照して説明されたように、ＵＥ１１５のようなデバ
イスまたはそのコンポーネントによってインプリメントされ得る。例えば、方法１８００
の動作は、本明細書に説明された制御情報マネージャによって実行され得る。いくつかの
例では、ＵＥ１１５は、以下に説明される機能を実行するためのデバイスの機能的な要素
を制御するために、コードのセットを実行し得る。追加または代替として、ＵＥ１１５は
、特殊用途ハードウェアを使用して、以下に説明される機能の態様を実行し得る。
【０１２７】
　[140]ブロック１８０５で、ＵＥ１１５は、図２乃至図１０を参照して上で説明された
ように、２つ以上のシンボル期間を備える第１の持続時間を有する第１のＴＴＩと、第１
の持続時間よりも短い第２の持続時間を有する第２のリソースセグメントを識別し得る。
ある例では、ブロック１８０５の動作は、図１２および図１３を参照して説明されたＴＴ
Ｉ持続時間コンポーネントによって実行され得る。
【０１２８】
　[141]ブロック１８１０で、ＵＥ１１５は、図２乃至図１０を参照して上述されたよう
に、第１のＴＴＩに関連付けられた第１の制御情報を決定し得る。ある例では、ブロック
１８１０の動作は、図１２および図１３を参照して説明された探索空間コンポーネントに
よって実行され得る。
【０１２９】
　[142]ブロック１８１５で、ＵＥ１１５は、図２乃至図１０を参照して上述されたよう
に、第１の探索空間に基づいて、第２のＴＴＩに関連付けられた第２の制御情報について
モニタするための第２の探索空間を決定し得る。ある例では、ブロック１８１５の動作は
、図１２および図１３を参照して説明された探索空間コンポーネントによって実行され得
る。
【０１３０】
　[143]ブロック１８２０で、ＵＥ１１５は、図２乃至図１０を参照して上述されたよう
に、第１の制御情報に関連付けられたＨＡＲＱフィードバックのための第１のＲＴＴを識
別し得る。ある例では、ブロック１８２０の動作は、図１２および図１３を参照して説明
されたＨＡＲＱコンポーネントによって実行され得る。
【０１３１】
　[144]ブロック１８２５で、ＵＥ１１５は、図２乃至図１０を参照して上述されたよう
に、第２の制御情報に関連付けられたＨＡＲＱフィードバックのための第２のＲＴＴを識
別する、ここで、第２のＲＴＴは、第１のＲＴＴより短い。ある例では、ブロック１８２
５の動作は、図１２および図１３を参照して説明されたＨＡＲＱコンポーネントによって
実行され得る。
【０１３２】
　[145]図１９は、本開示の様々な態様にしたがって、複数のＴＴＩ長さを持つ制御チャ
ネルシグナリングのための方法フロー１９００を例示するフローチャートを示す。方法１
９００の動作は、図１および図２を参照して説明されたように、ＵＥ１１５のようなデバ
イスまたはそのコンポーネントによってインプリメントされ得る。例えば、方法１９００
の動作は、本明細書に説明された制御情報マネージャによって実行され得る。いくつかの
例では、ＵＥ１１５は、以下に説明される機能を実行するためのデバイスの機能的な要素
を制御するために、コードのセットを実行し得る。追加または代替として、ＵＥ１１５は
、特殊用途ハードウェアを使用して、以下に説明される機能の態様を実行し得る。
【０１３３】
　[146]ブロック１９０５で、ＵＥ１１５は、図２乃至図１０を参照して上で説明された
ように、２つ以上のシンボル期間を備える第１の持続時間を有する第１のＴＴＩと、第１
の持続時間よりも短い第２の持続時間を有する第２のリソースセグメントを識別し得る。
ある例では、ブロック１９０５の動作は、図１２および図１３を参照して説明されたＴＴ
Ｉ持続時間コンポーネントによって実行され得る。
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【０１３４】
　[147]ブロック１９１０で、ＵＥ１１５は、図２乃至図１０を参照して上述されたよう
に、第１のＴＴＩに関連付けられた第１の制御情報を決定し得る。ある例では、ブロック
１９１０の動作は、図１２および図１３を参照して説明された探索空間コンポーネントに
よって実行され得る。
【０１３５】
　[148]ブロック１９１５で、ＵＥ１１５は、図２乃至図１０を参照して上述されたよう
に、第１の探索空間に基づいて、第２のＴＴＩに関連付けられた第２の制御情報について
モニタするための第２の探索空間を決定し得る。ある例では、ブロック１９１５の動作は
、図１２および図１３を参照して説明された探索空間コンポーネントによって実行され得
る。
【０１３６】
　[149]ブロック１９２０で、ＵＥ１１５は、図２乃至図１０を参照して上述されたよう
に、第２の制御情報の第２のサブセットについてモニタするための第２のスロット中の第
３の探索空間を決定し得る。いくつかの場合では、第２の制御情報は、ワイヤレス送信サ
ブフレームの第１のスロットにおいて送信される第２の制御情報の第１のサブセットと、
ワイヤレス送信サブフレームの第２のスロットにおいて送信される第２の制御情報の第２
のサブセットとを備える。ある例では、ブロック１９２０の動作は、図１２および図１３
を参照して説明された探索空間コンポーネントによって実行され得る。
【０１３７】
　[150]ブロック１９２５において、ＵＥ１１５は、図２乃至図１０を参照して上述され
たように、第３の探索空間に基づいて第２のスロット中の共有データ送信のための開始シ
ンボルを決定し得る。ある例では、ブロック１９２５の動作は、図１２および図１３を参
照して説明された多重化コンポーネントによって実行され得る。
【０１３８】
　[151]これらの方法は、可能なインプリメンテーションを説明しており、動作およびス
テップは、他のインプリメンテーションが可能になるように、再配列またはそうでない場
合は修正されうることに留意されたい。いくつかの例では、方法のうちの２つ以上からの
態様が組み合され得る。たとえば、方法の各々の態様は、他の方法のステップまたは態様
を含み得る、または本明細書で説明される他のステップまたは技法を含み得る。したがっ
て、本開示の態様は、複数のＴＴＩ長さを持つ制御チャネルシグナリングを提供し得る。
【０１３９】
　[152]本明細書での説明は、当業者が本開示を製造または使用することを可能にするた
めに提供される。本開示に対する様々な修正は、当業者にとって容易に明らかとなり、本
明細書に定義された包括的な原理は、本開示の範囲から逸脱することなしに他の変形に適
用され得る。このことから、本開示は、本明細書に説明された例および設計に限定される
べきではなく、本明細書に開示された原理および新規の特徴と一致する最も広い範囲が付
与されるべきである。
【０１４０】
　[153]本明細書に説明された機能は、ハードウェア、プロセッサによって実行されるソ
フトウェア、ファームウェア、またはそれらの任意の組み合わせにおいてインプリメント
され得る。プロセッサによって実行されるソフトウェアで実装される場合、機能は、コン
ピュータ可読媒体上で１つまたは複数の命令またはコードとして記憶または送信され得る
。他の例およびインプリメンテーションは、本開示および添付の請求項の範囲内にある。
例えば、ソフトウェアの性質に起因して、上述された機能は、プロセッサによって実行さ
れるソフトウェア、ハードウェア、ファームウェア、ハードワイヤリング、またはこれら
のうちのいずれのものの組合せを使用してもインプリメントされ得る。機能を実現する特
徴はまた、様々な位置において物理的に位置付けされ得、それは、機能の一部が異なる物
理的な位置においてインプリメントされるように分散されることを含む。また、特許請求
の範囲を含む本明細書で使用されるとき、項目のリスト（例えば、「のうちの少なくとも
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１つ」あるいは「１つまたは複数」のようなフレーズで始まる項目のリスト）において使
用される「または」は、例えば、Ａ、Ｂ、またはＣのうちの少なくとも１つのリストが、
ＡまたはＢまたはＣまたはＡＢまたはＡＣまたはＢＣまたはＡＢＣ（すなわち、Ａおよび
ＢおよびＣ）を意味するように、包括的なリストを示す。
【０１４１】
　[154]コンピュータ可読媒体は、ある場所から別の場所へのコンピュータプログラムの
転送を容易にする任意の媒体を含む通信媒体と非一時的コンピュータ記憶媒体との両方を
含む。非一時的記憶媒体は、汎用または特殊用途コンピュータによってアクセスされるこ
とができる任意の利用可能な媒体であり得る。限定ではなく例として、非一時的コンピュ
ータ可読媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、電気的消去可能プログラマブル読取専用メモリ（ＥＥ
ＰＲＯＭ（登録商標））、コンパクトディスク（ＣＤ）ＲＯＭまたは他の光ディスク記憶
装置、磁気ディスク記憶装置または他の磁気記憶デバイス、あるいはデータ構造または命
令の形態で所望されたプログラムコード手段を記憶または搬送するために使用されること
ができ、汎用または特殊用途コンピュータ、もしくは汎用または特殊用途プロセッサによ
ってアクセスされることができる任意の他の非一時的媒体を備えることができる。また、
任意の接続は、厳密にはコンピュータ可読媒体と称される。例えば、ソフトウェアが、同
軸ケーブル、光ファイバケーブル、ツイストペア、デジタル加入者回線（ＤＳＬ）、また
は赤外線、無線、およびマイクロ波のようなワイヤレス技術を使用して、ウェブサイト、
サーバ、または他の遠隔ソースから送信される場合、同軸ケーブル、光ファイバケーブル
、ツイストペア、ＤＳＬ、または赤外線、無線、およびマイクロ波のようなワイヤレス技
術は、媒体の定義中に含まれる。本明細書で使用される場合、ディスク（ｄｉｓｋ）およ
びディスク（ｄｉｓｃ）は、ＣＤ、レーザーディスク（登録商標）（ｄｉｓｃ）、光学デ
ィスク（ｄｉｓｃ）、デジタル多目的ディスク（ｄｉｓｃ）（ＤＶＤ）、フロッピー（登
録商標）ディスク（ｄｉｓｋ）、およびブルーレイディスク（ｄｉｓｃ）を含み、ここで
ディスク（ｄｉｓｋ）は通常磁気的にデータを再生する一方で、ディスク（ｄｉｓｃ）は
、レーザーを用いて光学的にデータを再生する。上記の組合せもまた、コンピュータ可読
媒体の範囲内に含まれる。
【０１４２】
　[155]本明細書で説明されている技法は、ＣＤＭＡ、ＴＤＭＡ、ＦＤＭＡ、ＯＦＤＭＡ
、単一搬送波周波数分割多元接続（ＳＣ－ＦＤＭＡ）、または他のシステムのような様々
なワイヤレス通信システムのために使用されうる。「システム」および「ネットワーク」
という用語は、しばしば交換可能に使用される。ＣＤＭＡシステムは、ＣＤＭＡ２０００
、ユニバーサル地上波無線アクセス（ＵＴＲＡ）等のような無線技術をインプリメントし
得る。ＣＤＭＡ２０００は、ＩＳ－２０００、ＩＳ－９５、ＩＳ－８５６規格をカバーす
る。ＩＳ－２０００リリース０およびＡは一般に、ＣＤＭＡ２０００　１Ｘ、１Ｘ等と称
される。ＩＳ－８５６（ＴＩＡ－８５６）は一般に、ＣＤＭＡ２０００　１ｘＥＶ－ＤＯ
、高速パケットデータ（ＨＲＰＤ）等と称される。ＵＴＲＡは、広帯域ＣＤＭＡ（ＷＣＤ
ＭＡ（登録商標））およびＣＤＭＡの他の変形を含む。ＴＤＭＡシステムは、移動体通信
のための全世界システム（ＧＳＭ（登録商標））のような無線技術をインプリメントし得
る。ＯＦＤＭＡシステムは、ウルトラモバイルブロードバンド（ＵＭＢ）、発展型ＵＴＲ
Ａ（Ｅ－ＵＴＲＡ）、ＩＥＥＥ８０２．１１、ＩＥＥＥ８０２．１６（ＷｉＭＡＸ）、Ｉ
ＥＥＥ８０２．２０、フラッシュ－ＯＦＤＭ等のような無線技術をインプリメントし得る
。ＵＴＲＡおよびＥ－ＵＴＲＡは、ユニバーサルモバイル電気通信システム（ユニバーサ
ルモバイル電気通信システム（ＵＭＴＳ））の一部である。ＬＴＥおよびＬＴＥアドバン
スト（ＬＴＥ－Ａ）は、Ｅ－ＵＴＲＡを使用するＵＭＴＳの新しいリリースである。ＵＴ
ＲＡ、Ｅ－ＵＴＲＡ、ＵＭＴＳ、ＬＴＥ、ＬＴＥ－ａ、およびＧＳＭは、「第３世代パー
トナーシッププロジェクト」（３ＧＰＰ（登録商標））という名称の団体による文書中で
説明されている。ＣＤＭＡ２０００およびＵＭＢは、「第３世代パートナーシッププロジ
ェクト２」（３ＧＰＰ２）という名称の団体による文書中で説明されている。本明細書で
説明されている技法は、上述されたシステムおよび無線技術と、ならびに他のシステムお
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よび無線技術にも使用され得る。それらの技法はＬＴＥアプリケーションを超えて適用可
能であるのだが、しかしながら本明細書における説明は、例示の目的でＬＴＥシステムを
説明しており、上述の説明の大部分でＬＴＥ用語が使用されている。
【０１４３】
　[156]本明細書に説明されたネットワークを含むＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａネットワークでは
、発展型ノードＢ（ｅＮＢ）という用語は概して、基地局を説明するために使用され得る
。本明細書に説明された１つまたは複数のワイヤレス通信システムは、異なるタイプのｅ
ＮＢが様々な地理的領域に対してカバレッジを提供する異種ＬＴＥ／ＬＴＥ－Ａネットワ
ークを含み得る。例えば、各ｅＮＢまたは基地局は、マクロセル、スモールセル、または
他のタイプのセルに対して通信カバレッジを提供し得る。「セル」という用語は、コンテ
キストに依存して、基地局、基地局に関連付けられたキャリアまたはコンポーネントキャ
リア（ｃｏｍｐｏｎｅｎｔ　ｃａｒｒｉｅｒ）、あるいはキャリアまたは基地局のカバレ
ッジエリア（例えば、セクタ、等）を説明するために使用されることができる、３ＧＰＰ
（登録商標）の用語である。
【０１４４】
　[157]基地局は、当業者によって、トランシーバ基地局、無線基地局、アクセスポイン
ト、無線トランシーバ、ノードＢ、ｅノードＢ（ｅＮＢ）、ホームノードＢ、ホームｅノ
ードＢ、または何らかの他の適切な用語で呼ばれ得るか、またはそれらを含み得る。基地
局の地理的なカバレッジエリアは、カバレッジエリアの一部のみを構成するセクタに分割
され得る。本明細書に説明された１つまたは複数のワイヤレス通信システムは、異なるタ
イプの基地局（例えば、マクロまたはスモールセル基地局）を含み得る。本明細書に説明
されたＵＥは、マクロｅＮＢ、スモールセルｅＮＢ、中継基地局、等を含む様々なタイプ
の基地局およびネットワーク機器と通信することが可能であり得る。異なる技術のために
重複している地理的カバレッジエリアが存在し得る。いくつかの場合では、異なるカバレ
ッジエリアは、異なる通信技法に関連付けられ得る。いくつかの場合では、１つの通信技
法のためのカバレッジエリアは、別の技法に関連付けられたカバレッジエリアと重複し得
る。異なる技法は、同じ基地局と関連付けられ得る、または異なる基地局と関連付けられ
得る。
【０１４５】
　[158]マクロセルは概して、比較的大きな地理的エリア（例えば、半径数キロメートル
）をカバーし、ネットワークプロバイダにサービス加入しているＵＥによる無制限のアク
セスを可能にし得る。スモールセルは、マクロセルと比較して、より低い電力の基地局で
あり、これは、マクロセルと同じまたは異なる（例えば、認可、無認可、等の）周波数帯
域において動作し得る。スモールセルは、様々な例にしたがって、ピコセル、フェムトセ
ル、およびマイクロセルを含み得る。ピコセルは、例えば、小さな地理的エリアをカバー
し、ネットワークプロバイダにサービス加入しているＵＥによる無制限のアクセスを可能
にし得る。フェムトセルもまた、小さな地理的エリア（例えば、家）をカバーし、フェム
トセルとの関連付けを有するＵＥ（例えば、クローズド加入者グループ（ＣＳＧ）中のＵ
Ｅ、家の中にいるユーザのためのＵＥ、等）による制限されたアクセスを提供し得る。マ
クロセルに対するｅＮＢは、マクロｅＮＢと呼ばれ得る。スモールセルに対するｅＮＢは
、スモールセルｅＮＢ、ピコｅＮＢ、フェムトｅＮＢ、またはホームｅＮＢと呼ばれ得る
。ｅＮＢは、１つまたは複数（例えば、２つ、３つ、４つ、等）のセル（例えば、ＣＣ）
をサポートし得る。ＵＥは、マクロｅＮＢ、スモールセルｅＮＢ、中継基地局、等を含む
様々なタイプの基地局およびネットワーク機器と通信することが可能であり得る。
【０１４６】
　[159]本明細書に説明された１つまたは複数のワイヤレス通信システムは、同期または
非同期動作をサポートし得る。同期動作の場合、複数の基地局は、同様のフレームタイミ
ングを有し得、異なる基地局からの送信は、時間的にほぼアラインされ得る。非同期動作
では、基地局は異なるフレームタイミングを有し得、異なる基地局からの送信が時間的に
アラインされないことがある。本明細書に説明された技法は、同期または非同期動作のい
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ずれかに対して使用され得る。
【０１４７】
　[160]本明細書で説明されたＤＬ送信はまた、順方向リンク送信と呼ばれ得、一方、Ｕ
Ｌ送信はまた、逆方向リンク送信と呼ばれ得る。例えば、図１および２のワイヤレス通信
システム１００および２００を含む、ここに説明された各通信リンクは、１つまたは複数
のキャリアを含み得、ここで、各キャリアは、複数のサブキャリア（例えば、異なる周波
数の波形信号）から成る信号であり得る。各変調信号は、異なるサブキャリア上で送られ
得、制御情報（例えば、基準信号、制御チャネル等）、オーバヘッド情報、ユーザデータ
等を搬送し得る。本明細書に説明された通信リンク（例えば、図１の通信リンク１２５）
は、周波数分割複信（ＦＤＤ）動作を使用して（例えば、対にされたスペクトルリソース
を使用して）またはＴＤＤ動作を使用して（例えば、対にされていないスペクトルリソー
スを使用して）双方向通信を送信し得る。ＦＤＤのためのフレーム構造（例えば、フレー
ム構造タイプ１）およびＴＤＤに関するフレーム構造（例えば、フレーム構造タイプ２）
が定義され得る。
【０１４８】
　[161]したがって、本開示の態様は、複数のＴＴＩ長さを持つ制御チャネルシグナリン
グを提供し得る。これらの方法は、可能なインプリメンテーションを説明しており、動作
およびステップは、他のインプリメンテーションが可能になるように、再配列またはそう
でない場合は修正されうることに留意されたい。いくつかの例では、方法のうちの２つ以
上からの態様が組み合され得る。
【０１４９】
　[162]本明細書での開示に関連して説明された、様々な例示的なブロックおよびモジュ
ールは、本明細書に説明された機能を行うように設計された、汎用プロセッサ、デジタル
シグナルプロセッサ（ＤＳＰ）、ＡＳＩＣ、フィールドプログラマブルゲートアレイ（Ｆ
ＰＧＡ）、または他のプログラマブル論理デバイス、ディスクリートゲートあるいはトラ
ンジスタ論理、ディスクリートハードウェアコンポーネント、またはこれらの任意の組み
合わせを用いて、インプリメントまたは実行され得る。汎用プロセッサは、マイクロプロ
セッサであり得るが、代替では、プロセッサは、任意の従来のプロセッサ、コントローラ
、マイクロコントローラ、またはステートマシンであり得る。プロセッサはまた、コンピ
ューティングデバイスの組み合わせ（例えば、ＤＳＰおよびマイクロプロセッサの組み合
わせ、複数のマイクロプロセッサ、ＤＳＰコアと連携した１つまたは複数のマイクロプロ
セッサ、あるいは任意の他のそのような構成）としてインプリメントされ得る。したがっ
て、機能は、少なくとも１つの集積回路（ＩＣ）上で、１つまたは複数の他の処理ユニッ
ト（あるいはコア）によって実行され得る。様々な例では、ＩＣの異なるタイプ（例えば
、ストラクチャード／プラットフォームＡＳＩＣ、ＦＰＧＡ、または別のセミカスタムＩ
Ｃ）が使用されえ、それらは、当該技術において知られている任意の方式でプログラムさ
れうる。各ユニットの機能はまた、全体的にあるいは部分的に、メモリ中で具現化された
命令によりインプリメントされ、１つまたは複数の汎用あるいは特定用途向けプロセッサ
によって実行されるようにフォーマットされ得る。
【０１５０】
　[163]当業者に既知である、または後に知られるようになる、本開示全体にわたって説
明されている様々な態様の要素に対する全ての構造的および機能的な同等物が、参照によ
って本明細書に明確に組み込まれ、特許請求の範囲によって包含されるよう意図されてい
る。さらに、本明細書で開示されたものが、特許請求の範囲に明示的に記載されているか
どうかにかかわらず、そのような開示は公に寄与されることを意図したものではない。「
モジュール」、「メカニズム」、「要素」、「デバイス」、「コンポーネント」、および
同様の用語は、「手段」という用語の代用物でないこともある。このように、いずれの請
求項の要素も、その要素が「～のための手段」というフレーズを使用して明示的に記載さ
れていない限り、ミーンズプラスファンクションとして解釈されるべきではない。
　以下に、本願出願の当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
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［Ｃ１］
　ワイヤレス通信の方法であって、
　２つ以上のシンボル期間を含む第１の持続時間を持つ第１の送信時間間隔（ＴＴＩ）と
前記第１の持続時間より短い第２の持続時間を持つ第２のＴＴＩとを識別することと、
　前記第１のＴＴＩに関連付けられた第１の制御情報についてモニタするための第１の探
索空間を識別することと、
　前記第１の探索空間に少なくとも部分的に基づいて、前記第２のＴＴＩに関連付けられ
た第２の制御情報についてモニタするための第２の探索空間を決定することと
　前記第１の制御情報についての前記第１の探索空間または前記第２の制御情報について
の前記第２のもののうちの少なくとも１つをモニタすることと
　を備える、方法。
［Ｃ２］
　前記第２の探索空間は、前記第１の探索空間に関連付けられる、
　［Ｃ１］に記載の方法。
［Ｃ３］
　前記第２の探索空間は、前記第１の探索空間のサブセットである、
　［Ｃ１］に記載の方法。
［Ｃ４］
　前記第１の探索空間を前記識別することは、
　受信したワイヤレス送信の復号のための複数の復号候補と前記第１の制御情報および前
記第２の制御情報のアイデンティフィケーションを導出することと、
　前記第１の探索空間中にあるとして前記復号候補の第１のサブセットを識別すること
　を備える、［Ｃ１］に記載の方法。
［Ｃ５］
　前記第２の探索空間を前記決定することは、
前記第２の探索空間中にあるとして前記復号候補の第２のサブセットを識別すること
　を備える、［Ｃ４］に記載の方法。
［Ｃ６］
　前記復号候補の第１のサブセットおよび前記復号候補の第２のサブセットは、前記複数
の復号候補の重複しないサブセットである、
　［Ｃ５］に記載の方法。
［Ｃ７］
　前記導出することは、ユーザ機器（ＵＥ）ネットワーク識別子、ランダムシード、また
は制御情報のために利用可能な合計サイズのうちの１つまたは複数に少なくとも部分的に
基づく、
　［Ｃ４］に記載の方法。
［Ｃ８］
　前記第２の探索空間を前記決定することは、
　第２のＵＥネットワーク識別子または第２のランダムシードのうちの１つまたは複数に
少なくとも部分的に基づいて前記第２の探索空間を導出することを備える、
　［Ｃ７］に記載の方法。
［Ｃ９］
　前記第１の制御情報は、第１のダウンリンク制御情報（ＤＣＩ）サイズおよび第１のＤ
ＣＩフォーマットを有する第１のＤＣＩを備え、前記第２の制御情報は、第２のＤＣＩサ
イズおよび第２のＤＣＩフォーマットを有する第２のＤＣＩを備え、前記第１のＤＣＩサ
イズと前記第２のＤＣＩサイズあるいは前記第１のＤＣＩフォーマットと前記第２のＤＣ
Ｉフォーマットのうちの１つまたは複数は、異なる、
　［Ｃ１］に記載の方法。
［Ｃ１０］
　前記第１のＤＣＩサイズは、前記第２のＤＣＩサイズより大きい、
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　［Ｃ９］に記載の方法。
［Ｃ１１］
　前記第１のＤＣＩサイズおよび第２のＤＣＩサイズは、同じであり、前記第２のＤＣＩ
のうちの１または複数のビットは、前記第１のＤＣＩ中の対応するビットと異なる情報を
提供する、
　［Ｃ９］に記載の方法。
［Ｃ１２］
　前記第１のＤＣＩは、巡回冗長検査（ＣＲＣ）ビットの第１の数を含み、前記第２のＤ
ＣＩは、前記ＣＲＣビットの第１の数より多いＣＲＣビットの第２の数を含む、
　［Ｃ９］に記載の方法。
［Ｃ１３］
　前記モニタすることは、
　前記第１の制御情報についての前記第１の探索空間において受信したワイヤレス送信を
ブラインド復号することと
　前記第２の制御情報についての前記第２の探索空間において受信したワイヤレス送信を
ブラインド復号することと
　を備える、［Ｃ１］に記載の方法。
［Ｃ１４］
　前記第２のＴＴＩ送信のためのアグリゲーションレベルの利用可能な数、前記第２の制
御情報のために利用可能なＤＣＩフォーマットのうちの１つまたは複数に少なくとも部分
的に基づいて前記第２の探索空間中で受信した送信をブラインド復号するためのブライン
ド復号候補のセットを識別することをさらに備える、
　［Ｃ１３］に記載の方法。
［Ｃ１５］
　前記第１の探索空間のための異なるブラインド復号候補のセットは、前記第２のＴＴＩ
を使用する送信が構成されないときより前記第２のＴＴＩを使用する送信が構成されると
きに識別される、
　［Ｃ１４］に記載の方法。
［Ｃ１６］
　前記第２の制御情報に関連付けられたハイブリッド自動再送要求（ＨＡＲＱ）フィード
バックについてのラウンドトリップ時間（ＲＴＴ）に少なくとも部分的に基づいて前記第
２の探索空間中で受信した送信をブラインド復号するためのブラインド復号候補のセット
を識別することをさらに備える、
　［Ｃ１３］に記載の方法。
［Ｃ１７］
　前記第１の制御情報に関連付けられたＨＡＲＱフィードバックについての第１のＲＴＴ
を識別することと
　前記第２の制御情報に関連付けられたＨＡＲＱフィードバックについての第２のＲＴＴ
を識別すること、ここにおいて、前記第２のＲＴＴは、前記第１のＲＴＴより短い、と
　をさらに備える、［Ｃ１］に記載の方法。
［Ｃ１８］
　前記第２のＲＴＴは、前記第２の制御情報を受信するＵＥの能力に少なくとも部分的に
基づいて決定される、
　［Ｃ１７］に記載の方法。
［Ｃ１９］
　前記第１のＲＴＴは、前記ＵＥの前記能力に少なくとも部分的に基づいて前記レガシー
ＲＴＴより短いＲＴＴまたはレガシーＲＴＴになるように決定される、
　［Ｃ１８］に記載の方法。
［Ｃ２０］
　前記第２の制御情報は、ワイヤレス送信サブフレームの第１のスロットにおいて送信さ
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れる第２の制御情報の第１のサブセットと、前記ワイヤレス送信サブフレームの第２のス
ロットにおいて送信される第２の制御情報の第２のサブセットとを備える、
　［Ｃ１］に記載の方法。
［Ｃ２１］
　前記ワイヤレス送信サブフレームの前記第１のスロットにおいて送信される前記第１の
サブセットは、前記第１のスロットにおける共有チャネルデータ送信で時分割多重化され
る制御チャネル中で送信され、前記ワイヤレス送信サブフレームの前記第２のスロットに
おいて送信される第２のサブセットは、前記第２のスロットにおける共有チャネルデータ
送信で時分割多重化および周波数分割多重化の両方が行われる第２の制御チャネル中で送
信される、
　［Ｃ２０］に記載の方法。
［Ｃ２２］
　前記第２の制御情報の第２のサブセットのシンボルロケーションまたは構成される開始
シンボルロケーションのうちの１つまたは複数に少なくとも部分的に基づいて前記第２の
スロット中の前記第２の共有チャネルデータ送信のための開始シンボルを決定することを
さらに備える、
　［Ｃ２０］に記載の方法。
［Ｃ２３］
　前記第２の制御情報の第２のサブセットについてモニタするための前記第２のスロット
中の第３の探索空間を決定することと、
　前記第３の探索空間に少なくとも部分的に基づいて前記第２のスロットにおける前記共
有チャネルデータ送信のための開始シンボルを決定することと
　をさらに備える、［Ｃ２０］に記載の方法。
［Ｃ２４］
　前記第３の探索空間は、制御情報送信のために構成される前記第２のスロットのリソー
スブロック（ＲＢ）のセットに少なくとも部分的に基づいて決定される、
　［Ｃ２３］に記載の方法。
［Ｃ２５］
　前記第１の探索空間および第２の探索空間は、前記第１のスロットにおける送信のため
のシステム帯域幅にわたって分配され、前記第３の探索空間は、前記システム帯域幅のサ
ブセットにわたって分配される、
　［Ｃ２３］に記載の方法。
［Ｃ２６］
　前記第３の探索空間は、前記第２の制御情報に関連付けられた送信モードに少なくとも
部分的に基づいて決定される、
　［Ｃ２３］に記載の方法。
［Ｃ２７］
　前記第２の制御情報の第２のサブセットは、前記ワイヤレス送信サブフレームの前記第
２のスロットにおいて送信される物理ダウンリンク制御チャネル（ＰＤＣＣＨ）情報また
は物理制御フォーマットインジケータチャネル（ＰＣＦＩＣＨ）情報のうちの１つまたは
複数を備える、
　［Ｃ２０］に記載の方法。
［Ｃ２８］
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　２つ以上のシンボル期間を含む第１の持続時間を持つ第１の送信時間間隔（ＴＴＩ）と
前記第１の持続時間より短い第２の持続時間を持つ第２のＴＴＩとを識別するための手段
と、
　前記第１のＴＴＩに関連付けられた第１の制御情報についてモニタするための第１の探
索空間を識別するための手段と、
　前記第１の探索空間に少なくとも部分的に基づいて、前記第２のＴＴＩに関連付けられ
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た第２の制御情報についてモニタするための第２の探索空間を決定するための手段と
　前記第１の制御情報についての前記第１の探索空間または前記第２の制御情報について
の前記第２のもののうちの少なくとも１つをモニタするための手段と
　を備える装置。
［Ｃ２９］
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　　プロセッサと、
　前記プロセッサと電子的に通信するメモリと、
　前記メモリ中に記憶された命令と
　を備え、前記命令は、前記プロセッサによって実行されると、前記装置に、
　２つ以上のシンボル期間を含む第１の持続時間を持つ第１の送信時間間隔（ＴＴＩ）と
前記第１の持続時間より短い第２の持続時間を持つ第２のＴＴＩとを識別することと、
　前記第１のＴＴＩに関連付けられた第１の制御情報についてモニタするための第１の探
索空間を識別することと、
　前記第１の探索空間に少なくとも部分的に基づいて、前記第２のＴＴＩに関連付けられ
た第２の制御情報についてモニタするための第２の探索空間を決定することと
　前記第１の制御情報についての前記第１の探索空間または前記第２の制御情報について
の前記第２のもののうちの少なくとも１つをモニタすることと
　を行わせるように動作可能である、装置。
［Ｃ３０］
　ワイヤレス通信のためのコードを記憶する非一時的コンピュータ可読媒体であって、前
記コードは、
　２つ以上のシンボル期間を含む第１の持続時間を持つ第１の送信時間間隔（ＴＴＩ）と
前記第１の持続時間より短い第２の持続時間を持つ第２のＴＴＩとを識別することと、
　前記第１のＴＴＩに関連付けられた第１の制御情報についてモニタするための第１の探
索空間を識別することと、
　前記第１の探索空間に少なくとも部分的に基づいて、前記第２のＴＴＩに関連付けられ
た第２の制御情報についてモニタするための第２の探索空間を決定することと
　前記第１の制御情報についての前記第１の探索空間または前記第２の制御情報について
の前記第２のもののうちの少なくとも１つをモニタすることと
　を行わせるように実行可能である、非一時的コンピュータ可読媒体。
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